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設定 作成 : 奈須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン :下 越 
CV : 坂本 真綾 


も と も と ダ ・ ヴ ィ ン チ に 性 別 を 問う の は 不毛 だ っ た が 、 少 女体 に な っ た こと で より 宗教 的 な 意味 で の [天使 ] に 近づい た 
が からだ ろう か が 。 


夏 され た スキ ル 。 
優れ た 乗り 手 と し て 、 こ こ ぞ と いう 時 の 緊 切 回 避 を 可能 と する 。 


= ー テ = — A A 


オォ オーバ. 
疑似 震 子 で 作成 し た ナノ マシ ン を 散布 し 、 パー ティー 全員 の 状態 を 「 元 に 戻す 』。 a 
۰ت 07ن تمالا 71نا نے جج 001 70 22ک‎ WIRON RESTA ہب دح‎ Y a 

ン に 戻す と いう が 、 少女 の 租 の ダ ・ ヴ ィ ン チ で は そこ まで の 性 能 は 発揮 され な い 
パー ティ ー 全 体 の HP 回復 or 最大 HP 値 ア ッ プ 、 毒 ・ 火 傷 を フリ ア す る 。 


m 


境界 を 越え る も の 


ビ ピュー ティ フル ・ ジ ャ ー ニ ー。 07 

少女 が ・ ヴ ィ ン チ 作 、 攻 撃 型 小型 揚陸 艇 ミ 

宝 具 。 

強力 な 火力 を 詩 る が 、 環 境 へ の ダメ ー ジ は 極め て 少な い 。 効果 対象 が 「 旅 の 行く 手 を 遮る 障害 ] で ある た め だ 。 
意 の な いも の 、 戦 い を 挑 ま な いも の に は 使用 で き な い 。 


ボー ダー に 乗り 込み 、 そ の 主砲 で 立ち 塞がる 障害 を 吹っ飛ば す 物理 攻撃 


AD 


En キミ ノア イツ ン 〇 の (名 前 を 呼び 捨て ) EA 彼 / 彼 女 / 〇 〇 (呼び 捨て ) 
マス ター 君 〇 〇 〇 君 or ちゃ ん (名 前 に 君 付け (性 別 どちら も )) 


設定 
ダ ・ ヴ ィ ン チ に よっ て 鋳造 され た 人 造 英霊 。 モナ ニカ ドモ ン 。 
人 理 焼 却 事 件 の 後 、 当 然 予 想 さ れる 「2017 年 か ら 先 の 暗雲 】 を 考慮 し 、 ダ ・ ヴ ィ ン チ が 万 が 一 の た め に 作っ た 自分 の コ 
ピー で ある 。 


ダ ・ ヴ ィ ン チ は マス ター 不在 の まま (自分 の 人 形 を 作っ て これ を マス ター と 定義 し て いた ) カル デア で 活動 し て いた が 、 

それ も カル デア の 電力 が あっ て の こと 。 

も し 探求 の 旅 で カル デア の 外 に 出る こと に な っ た と き 、 目 分 の 代わ り に 藤丸 た ち を サポ ー ト で きる “身代わり "を 考え て 

いた の だ 。 

ダ ・ ヴ ィ ン チ は 生前 の 知識 か ら で は な く 、 カ ル デ ア に 召喚 され て か ら 得 た 新しい 技術 で 小 ダ ・ ヴ ィ ン チ を 完成 させ た 。 

小 ダ ・ ヴ ィ ン チ は 英霊 と いう より ホム ンク ルス 、 ゴ ー レ ム の 類 で あり 、 ダ ・ ヴ ィ ン チ の 役割 を まる っ と 引き 継い で いる 。 

マス ター を 必要 と せ ず 、 ほ ぼ 人 間 と し て 活動 で きる 。 

小型 化し た こと で 万 能 性 は 減っ て いる が 、 そ れ は 

[子供 だ と 棚 の 上 に 手 が 届 か な いで し ょ ? そう いう コト だ よ ] 

と いう レベ ル の 話 。 知り うる 知識 の 幅 (ジャ ン ル ) は 変わ ら な い が 、 手 を 伸ばせ る 距離 が 浅い 、 と いう こと 。 

長く その 出来 事 に 専念 すれ ば 以前 の ダ ・ ヴ ィ ン チ と 同じ 事 が で きる が 、 そ れこ そ 、 小 ダ ・ ヴ ィ ン チ に は 「 そ ん な 時 間 は 

BLY の で ある 。 
性 格 

ダ ・ ヴ ィ ン チ と 時 本 的 に 同じ だ が 、 少 し だ け 少 女性 が 強く な っ て いる 。 

葉 使い も 柔らか く 、 女 の 子 的 な 語尾 が 混ざる こと も あり 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 


マス ター を 助け る アド バイ ザー と し て 、 
そし て 時 に は 姉 と し て 妹 と し て 、 明 る く 陽 気 に 、 華 や か に 振る 舞う 。 


FGOAC」 に お ける 人 物 像 
と に か く 元 気 ! そし て お し ゃ ま ! 
ロー ラー スケ ー ト で さっ そう と 戦場 を 駆け 、 
万 能 則 か ら 展 開 す る ウル ティ モ マ ニ ピ ュ レ ー タ ー で 戦う 純真 可憐 な ハイ プリ ッ ド ・ サ ー ヴ ァ ン ト 。 


「 え 、 つ まり 誰か っ て ? 

それ は も ちろ ん 、 万能 の 天 す オレ オナ ルド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ が 第 二 次 グ ラン ド オ ー ダ ー に そなえ て 鋳造 し て お いた 分 身 で あ 
り 、 カ ル デ ア の マス ター を サポ ー ト する 地上 最高 の 秘書 型 美 少 女 
そう 、 み ん な の 少女 ダ ・ ヴ ィ ン チ ちゃ ん 、 と いう ワケ さ 昌 


白兵戦 で は マニ ピュ レー ター を 使っ て の 殴り 合い 、 


中 間 距 離 で は マニ ピュ レー ター の 爪 を 伸ばし た り 、 円 形 の ドラ ム 部 分 を 投げ つけ た りす る 。 
遠 距離 で は マニ ピュ レー ター か ら の ビー ム 、 フ ァ ン ネル と し て の 鳩 を 使い こなす 。 


、 ア レ ? す る ん だ ~ と 、 驚 いた 記憶 。 後 
いた モノ と な り ま す 。 セ ー ラ ー 服 
あり ます ね …。 プ レイ 動画 を 観 た 時 は 、 
。 (下越) 


父親 の よう 
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設定 作成 ہر ہر ےب یا کس‎ I RE 
CV: 金 元 青子 


EEE; ۸م‎ 
“smc 


詠唱 が 一 節 以下 の 魔術 を 無効 化す る 
| 大 魔術 ・ 儀 礼品 法 に つい て は 無効 化 で き な い 


ーー ーーー ーーーー = a 
| 騎乗 :A 

すべ て の 獣 、 乗 り 物 を の りこ な す 
何ら か の 魔術 を 行使 し て いる らし く 、 上 只 象 化し た 流星 に 
幻 獣 や 神 獣 に は 基本 的 に 騎乗 で き な い が 、 行 使 する 魔術 次 第 


か 


gett, / 
ee 真冬 の マハ トマ : A 


姿 を 変え て も 彼女 の 才能 は 健在 で ある 

キャ スタ ー 時 と 同じ よう に 数 多 の 魔術 基盤 に # 
自在 に 操っ て みせ る の だ が …… 

見 る か ら に tl 15] を 想起 させ る 魔術 を 行使 する 傾向 に ある 模様 
』 | スネ ブー ラチ カ の 接 装 を し た こと に よっ て 

精神 的 な 抑制 が 自動 的 に 働い て いる と 思わ せる 

エレ ナ 自 身 も 、 う っ すら 気付 いて いる よう だ 。 


トー ムズ (シゲ ルソン ) の 動き を 真似 し て みた も の 。 
言わ ば 、 見 よう 見 まね パリ ツ INE E, 
キャ スタ ー 時 に は まっ た くう まく いか な か っ た も の の 、 
霊 基 が 変わ っ た こと が 功 を 奏し た の か 、 な ん だ か 思う よう に 
体 が すい すい 動く よう に な っ た わ と エレ ナ 談 。 
使用 魔術 が キャ スタ ー 時 に 比べ て か な り 限 定 され た 結果 、 
格闘 に 回 す 魔力 の 余裕 が で きた の か も し れ な い 。 


E ト 人 形 た ち も 変 化し た 。 

道具 作成 スキ ル に よっ て リア ル タ イ ム に 増産 する こと こそ で き な く な っ た が 、 
サン タモ ー ド と な っ た オル コッ ト 人 形 は な ん と 一 定 の 戦闘 能力 を 有 し て いる 。 
雪上 格闘 スキ ル の 獲得 と 同じ く 、 使 用 魔術 が キャ スタ ー 時 に 比べ て 
限定 され た 結果 、 オ ルコ ッ ト 人 形 に 回 す 魔力 の 余裕 が で きた の か も し れ な い 。 
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宝 具 ۱ Je TA 


聖夜 に 煙 め く 流 れ 星 


3 a z a وو وت‎ 


ミチ オー ル ・ ス ネ グ ー ラ チカ 。 
霊 基 を 変化 させ た エレ ナ ・ ブ プラ ヴァ ツキ ー が 乗 崎 と し て 用 いる 槍 の 木 (ヨー ルカ )。 


雪 の 娘 ス ネ グ ー ラ チカ に まつ わる 伝承 が 昇華 され た も の な の か 、 
エレ ナ が イメ ー ジ する 古代 スラ ヴ の 神々 の 影響 が め る の か は 不明 。 
常時 発動 型 の 宝 具 。 

飛行 機能 を 主体 と し た 宝 具 で あり 、 攻撃 用 の も の で は な い が 、 
真名 解放 する こと で 魔力 を 纏っ て の 高速 陰 躍 攻撃 が 可能 と な る 。 
その 喚 虹 の さま 、 流 星 の 如 し 。 


AM 


EU %/%%/=223 - 00/32 + OC 


あ た 


あな た ノミ スタ ・ 〇 〇 


性 格 
自分 に は 厳し く 他 者 に は 優し い 、 永 遠 の 魔 術 少女 。 
生前 に は 多く の 社交 界 を 渡り 歩き 、 エ ジ ソ ン や ベル と いっ た 強い 個性 を 有する 天才 た ちと も 交流 し 、 時 に は 権威 主義 者 
た ちや 魔術 協会 の 面々 と 渡り 合っ た 彼女 は こと 調停 に 長け て いる 。 多く の サー ヴァ ント が 集う 場 で われ ば 、 そ の 性質 は 
[面倒 見 の よい 世話 焼き の お 姉さん お 母さん 」 と し て 映る こと も ある だ ろう 。 
た だ し 、 彼 女 自身 も また 強烈 な 自己 主張 を 有する 天才 で ある と 忘れ て は な ら な い 。 マ ハト マ や ハイ アラ キ の 概念 が 通じ 
な い PRA に 対し て は さほど 興味 を 引か れ な い 模様 で は ある が 、 ひ と た び 『 見 込み あり 」 と 認識 され た な ら 、 彼 女 は 対 
象 を な か な か 逃し て くれ な い だ ろ う 。 


动机 - VAI-NOER 
彼女 が 聖杯 へ と か ける 願い は 多い らし い 。 
ひと つ に 絞り 切れ て いな い 、 と 彼女 は 言う が 、 実際 どう な の か は 不明 。 
「 謎 多き 女 っ て いい と 思わ な い ? じゃ な く て 、 え え 。 真理 な ん て た だ ひと つ だ し 、 人 に は うか が い 知れ な いし 、 すべ て 
は マハ トマ が ご 存じ よ 骨 


台詞 例 


ラジ エス トワ ウロ 


[メリ ー・ ク リス マス ! シャ スリ ー ウ ヴァ 
「 来 た わ よ 、 来 た わ ! 

マハ トマ チェ ンジ で 、 ス ネ グ ブー ラチ カ の 失 装 を し て みた わ ! 
ライ ダー の エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー よ 。 

さあ 、 子供 た ち に 贈り 物 を 届け な きゃ 昌 

[見 よう 見 まね 、 パ リッ 


FGOAC」 に お ける ん 物 像 
「 そ れ じ ゃ あ 今 年 は 、 あ た し が スネ グー ラチ カ を や ろう か し ら 昌 
と いう 訳 で 華 開 に 霊 三 を マハ トマ チェ ンジ し た エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー。 
な る ほど サン タ ・ エ レナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー と いう 訳 で すね ! 
と 思い き や ーー 
その 次 は 青い 衣 に 包ま れ て いる 。 サ ンタ 然 と し た 赤い 衣 人 襲 で は な い 、 
| _ ロ シア に は 、 サ ンタ クロ ー ス に 相当 する 青い 衣 の お 爺さん 「 ジ ェ ド ・ マ ロー ス 」 が 存在 し て お り 、 そ の 孫娘 で ある [AR 
グー ラチ カ 」 も また 青い 衣 を 身 に つけ て いる と いう 
すなわち エレ ナ は 今回 「 サ ンタ の 失 装 | を し た の で は な く 、 さ り と て 「 ロ シア の サン タ 的 な も の の 挫 装 9 で も な く 、「 ロ シ 
ア の サン タ 的 な も の の 娘 の 挫 装 |] と し て 自ら の 霊 基 を 定め た の で ある ! 
「 シ ャ スリ ー ワ ヴァ ・ ラ ジェ スト ワ 

いっ くわ よー。 い い 子 に は 贈り 物 を ! 悪い 子 に も 贈り 物 を 


通常 攻撃 
・ 素 手 格闘 (ホー ムズ か ら 教わっ た パリ ツ を マハ トマ アレ ンジ し た も の ) + サ ンタ ・ オ ルコ ッ ト に よる ピー ム 攻 撃 の 混合 
スタ イル 


因縁 キャ ラ 
幼年 系 サー ヴァ ント た ち 
いい 子 ? 悪い 子 ? 
プレ ゼン ト の 時 間 よ ! 
体 は 子供 、 心 は 大 人 系 サー ヴァ ント た ち 
ん 一 一 悪い 子 っ ぽい けど 仕方 な いわ ね 。 プ レ ゼ ント よ ! 
シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ 
ん ー も う 。 シ ゲル ソン ! 
あな た が 青い 服 を 着 て くれ れ ば 、 ジ ェ ド ・ マ ロー ス と スネ グー ラチ カ が 揃っ た の に ! 
エジソン 、 ニ コラ ・ テ スラ 
ぶた り と も 青い ! 惜しい わ ミ スタ ・ エ ジ ソ ン 、 ミ スタ ・ テ スラ ! 


AH 


comment from Illustrator 


最初 に 「 ス ネ グ ー ラ チカ 」 と いう コン セプト が あっ た の で 、 そ れ に 沿う 形 で 青 と 白 を 基調 に デザ イン し まし た 。 FGO ア 
ー ケ ー ド は 3D モ デリ ング され た キャ ラク ター を 操作 する ゲー ム な の で 、 小 柄 で も ふも ふし た キャ ラ が 動け ば さぞ 可愛 
いか ろう … と いう 目論見 で ボリ ュー ム を も た せ た 衣 装 に ボア や ポン ポン を あし ら っ て み ま し た が 、 実際 に プレ イ し て み 
る と こち ら の 想定 以上 に 可愛 く 仕上 が っ て いて 感動 し まし た 。 開発 スタ ッ フ の 方 々 に は 感謝 し か あり ませ ん 。( 松 意 ) 
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設定 作成 : 桜 井 光 ・ 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : タ イキ 
CV: نت‎ 


AE‏ مر 5د 
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陣地 作成 :D Es 
魔術 師 と し て 自ら に 有利 な 陣地 で ある [工房 | を 作成 する 。 
完全 な 根 無し 草 、 一 個所 に 留まら な い 自由 放 放 な 活動 方 針 の せい か 、 陣 地 作成 は そう 経験 を 積ん で いな い 。 


SS ニー _ ニー ニー ニー ーー‏ ہت 


= = z 
1 
EE EX : cf 7 
魔術 の 詠唱 を 速め る 能力 。 神 言 で は な い が 、 そ の 呪文 の 美 し さ は も は や 妖精 語 の 域 に 達し て いる 。 
マー リン の 呪文 は 速く 、 短く 。 そし て どこ か 悲し い 響 き を 持つ と いう 。 


ーー ミニー ر سس‎ aa 
道具 作成 :A+ da 
魔力 を 帯び た 器具 を 作成 する 。 その 手 に 持つ 杖 が 工房 で あり 、 瞬 時 に 様々 な 道具 を 作成 する 。 
- ーー ーー テー テー سن = ہے مھ‎ 
BT, ۳۴ 
0 混血 :EX 
7 x 人 間 以 外 の ヒト の 血 が 混ざっ て いる 。 マー リン は 夢魔 と の 混血 と され 、 夢 魔 と し て の 特性 を 完全 に 受け 継い で いる 。 


er = کت‎ 
FEAR: A 
単体 で 現世 に 現れ る スキ ル 。 
彼女 は 自力 で この スキ ル を 獲得 し 、 自 ら の 下味 の た め に 行使 し て いる 。 
本 来 関わ り 合い の な い [この 場所 | に 出現 し た 理由 の 一 つ 。 


本 来 、 マ ー リ ン は 英霊 と し て 召喚 され な い 。 ど の よう な 未来 に お いて も 死亡 し て いな いか ら だ 。 

彼女 が サー ヴァ ント と し て マス ター に 仕え る の は 個人 的 な 欲望 の 発散 、 あ り て い に い えば 趣味 で ある 。 

彼女 は その 趣味 を 実現 させ る た め 、 あ る 特殊 フラ ス し か が 持ち 得 な いこ の スキ ル を 自力 で 獲得 し 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召 
喚 さ れる フリ を し て いる 。 


英雄 作成 :B 


" 王 " を 人 為 的 に 誕生 させ 、 育 て る 技術 。 

世界 有数 の キン グ メ ー カ ー で ある マー リン だ が 、 

「 大 局 は も ちろ ん 大 事 だ けど 、 面白 さ の 方 が も っ と 大 事 ] 
と いう 性 格 の た め 、 ラ ンク は 下がっ て いる 。 


= Os 


BUDHURT:D 

人 を 引き つけ 

王 や 指導 者 に 必須 と も いえ る スキ ル だ が 、 な ぜ か マー リン は 天然 で 持っ て いる 。 
een し か し 、 マ ー リ ン は た ま に [面白 さ 優先 ] で 王 の 人 生 を 狂わ せ て し まう た め 、 
人 に 対す る カリ スマ は 低下 し て いる 。 


کی بی BR‏ 

地球 に お ける 最後 の サキ ュ パス と し て の 力 。 本 性 と も 。 

HEEL と MR ADEE. 

瑞 味方 あわ せ て 、 戦 場 を 一 腔 する だ け で 問 の 精神 に 介入 し 、 そ の 麻 力 を 吸い 上 げ る 。 


久遠 に 開か れ た 理想 郷 へ 


ホー プ ・ オ プ ・ ア ヴァ ロン 。 
どの よう な 遍歴 か ら か 、 こ の マー リン は アヴァ ロン の 塔 に は 幽閉 され て いな い 。 


(女性 ゆえ モル ガン の 翼 に か か ら な か っ た 、 と いう 説 が 有力 ) 

(単純 に 楽園 に | っ 込ん だ が 、 さ り と て 現世 に 用 事 が ある 訳 で も な い の で の ん びり 楽園 で 人 間 社 会 を 眺め て る 、 と も 
==) 

アヴァ ロン は 人 類 が 終わ る 時 まで 在り 続け る 。 

アヴァ ロン と は [人 類 が 目指 す 理想 と する 未来 ] の 姿 だ と 、 マ ー リ ン は 認識 し て いる 。 

その た め 、 彼 女 が 棲む アヴァ ロン は 閉ざさ れ た も の で は な く 、 

人 類 に 対し て 開か れ た ゴー ル と いう 位置 づけ に な っ て いる 。 


マー リン の 杖 が 指し 示す の は 地平 線 の 彼方 。 
久遠 の 先 で 光り 続け 、 いま も 人 々 を 走ら せ 続 ける 『 希 望 ] その も の で ある 。 


KD 


私 / (ご く 個人 的 な 時 は ) ボク (8%) 〇 〇 君 プ キミ ンマ スタ ー/ (親愛 度 が あがる と ) マイ ・ ロ ー ド‏ 63ت 
彼 〆 彼 女 プ あの 子 ( 十 代 の 女性 ) あの 男性 ( 二 十 代 以上 の 男性 ) / み ん な‏ 


性 格 
常に 余裕 を 失わ な い 可 憐 の 花 。 
物事 を 客観 的 に 捉え 、 人 間 世 界 は 醒 い も の と 読み 解 さ な が ら も 
「 す べ て が キレ イ な 必要 は な いさ 。 
どん な に 汚い も の で も 、 た だ 一 点 、 輝 ける 星 が め れ ば いい 
と 希望 を 語っ て みせ る 。 


人 間 の 世界 好き 、 悪 戯 好 き 、 男 の 子 好き 。 
た いて い の こ と は [ENEN と 穏やか な 笑顔 で 受け 流す 花 の 魔術 師 。 


男 マー リン と は 違い 、 何 の 悩み も な い 、 満 ち 足 り た 精神 構造 を 維持 し て いる 。 
彼女 は 自分 が 人 間 社 会 に お いて 異物 だ と 目覚 し 、 そ れ を 別に 嘆い て いな い の で 

「 人 は 人 、 私 は 私 と 完全 に 割り 切っ て いる 。 

「 私 は 人 類 が 産み だ し た ナビ ゲー ター の よう な も の だ か ら ね 。 

その 輪 の 中 に 入る 気 は な いよ 」 

「 私 は た だ 、 キ ミ た ちの 旅 が 永遠 に 終わ ちら な けれ ば いい 、 と 思う 程度 の 女 さ 。 
まあ 、 あ まり に 退屈 な 旅 に な り そ う だ っ た ら 少 し だ け 、 指 を 挟ま せ て も ら う けど ] 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
笑顔 で それ な り に 優し く 対応 し て くれ る 。 
だ が 、 つ か ず 離 れず 、 適 度 な 距離 感 を 維持 し 続け る 。 
マス ター が 人 間 で あり 、 自 分 は 異物 で ある と いう 自覚 ゆえ の こと で ある 。 
だ が も し も マス ター の 姿 に ISL) を 感じ る 時 が 来れ ば 、 或いは 


台詞 例 
「 私 は マー リン 。 花 の 魔術 師 マー リン と いう 。 
キミ の 旅路 を 見 守り 微笑 お む 、 見 て の 通り の 綺麗 な お 姉さん ぐさ 日 
「 せ い ぜ い 楽し お さ 。 キミ も そう し た まえ よ ] 
「 あ は は 。 私 を 前 線 に 出す の か い ?] 


۴ 


FGOAC. に お ける 人 物 像 
異な る 世界 か ら 訪れ た 、 も う 一 人 の 花 の 魔術 師 。 
どの よう な 場面 で あろ うと 微笑 み を 忘れ な い 、 可 憐 な 花 の よう な 女性 。 
その 美 し さ か ら 、 彼 女 の 前 で は 誰 も が 現実 を 忘れ 、 瑞 意 を 見 失う 。 
一 方 、 美 し すぎ て (そし て 誘惑 が 強 すぎ て ) 男 を 惑わ す 妖女 と と られ る こと も ある 。 


落ち 着い た 態度 、 口 調 か ら 賢人 と 頼ら れる 時 も あれ ば 、 
その 緊張 感 の な さ 、 ド ライ すぎ る 考え か ら 、 
人 の 世に 関心 の な い 冷 血 な 魔術 師 と 野 ら れる こと も ある 。 


「 ま あま あ 。 そ う 焦 ら な い 嘆 か な い 。 

どう あっ て も キミ た ち は 鳥 の よう に 備 く 死 ぬ 生き 物 な ん だ か ら 。 
終わ り よ けれ ば すべ て 良し 、 と いう ん だ ろう ? 

ああ いや 、 私 は 終わ り と か が 未完 と か 、 そ ん な の 見 た く な いけ れ 


戦闘 スタ イル 
男 マ ー リ ン と 違い 、 侯 を 持つ 事 は し な い 。 
あく まで 杖 に よる 魔術 行使 と 、 小 さ な 妖 精 の よう お 形状 の BE (ビッ ト )」 を 用 いて 戦う 。 
また 、 身 軽 な の で 格闘 戦 (の よう な も の ) も 積極 的 に 


因縁 キャ ラ 

アー サー・ ペ ンド ラゴン 

や っ と 来 た ね 、 マ イ ・ ロ ー ド 。 

元 ? 何 ? 

また 面白 が っ て 引っ か き 回 し て いる ん だ ろう っ て ? 
ひど いな あ 、 こ う 見 えて 僕 だ っ て あれ これ と 骨 を 折っ て いる ん だ よ 。 
سس‎ AEA. (ME) 

ティ アマ ト 

や あ テ ィ ア マト 。 み ん な の お 母さん ! 

その 節 は あり が と う 、 あ り が と う 。 

そう だ ね 。 

た ま に は 、 ゆ っ くり し て いこ うか な 。 夕 食 を 御馳走 に な る よ 。 

ドラ コー 

ensai や あ 、 ど の 顔 で 召喚 され る の か と 思っ た けれ ど 、 う ん 。 い い 顔 だ 。 
ああ 、 も ちろ ん 良い 意味 で だ よ 。 

私 は そこ まで 意地 悪 じ ゃ あな いか ら ね 。 に 
と ころ で キミ 、 ク ラス は アル ター エゴ な ん だ ね 。 

ん 、 い いや ? 深い 意味 は な いさ 。 あ は は 。 

ビー スト WM 

出逢い 方 が 悲し く 、 哀 れ に も 、 最 悪 に 過ぎ た ん だ ーー 

と は ちっ と も 思っ た り し な いさ 。 

彼女 と 私 た ち は 、 こ の 上 な く 、 最 上 の 出逢い だ っ た と 確信 し て いる と も 。 
た と え 最 後 の 最 後 の こ と だ っ た と し て も ね 。 

特に 、 キ ミ た ち 人 類 に と っ て は ! 
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omment from Illustrator 


まさ か アー ケー ド 実 装 だ と 思っ て いな か っ た の で 3D デ ザイ ン を 前 提 と し て な い の で す が 、3D 側 に 配慮 し な い 事 で デザ 
イン に 組み 込め た 要素 も ある の で 結果 的 に は 良かっ た の で は な いか な と …。 三 臨 の 姿 や 耳飾り が エル フ 耳 っ ぽく し て あ 
る の は 妖精 っ ぽい イメ ー ジ に し よう と いう 目的 ゆえ で し た 。 アル トリ ア と プロ ト ア ー サ ー く らい の 違い を 表現 する 海 に 、 
マー リン と は 違う デザ イン ライ ン を 意 誠 し て る の で す が 、 色 は 大 体 似 た 様 な 構成 で プロ ト 感 が 飲 し く て ちょ っ と だ け 色 


味 を 減ら し た り し て ます 。 (タイキ) 


ンー ツタ 


| クラス ”一 =" 一 EBAY زی‎ 


Elle: Bo Baer Ay 
گلا‎ ۶ EH us 149cm " En kg 2ر‎ 
7 Up 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 だ キャ ラク ター デザ イン : 輪 くす さ が 
CV: 沢 城 み ゆき 


クラ スス キル 


区 
対 魔力 :A 
j 4 A 以 下 の 魔 術 は すべ て キャ ン セ ル , 
| | 事実 上 、 現 |t の 魔術 師 で は シー タ に 傷 を つけ られ な い 


p EE = 


| دس‎ 
| マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく 
$ 
も 


ラン ク D な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 数 時 間 


SS‏ ا 
ES‏ 


大 地 の 宝 石 :A 


父親 が 畑 を 耕し た 際 、 神 に 祈る と 勤 の 先 か ら 、 
現れ 出 で た 、 と いう 逸話 か ら 。 
大 地 に 愛さ れ 、 大 地 に 守ら れる 。 


証明 する よう 迫 ら れ た 際 、 そ の 身 を 災 に 投じ た 逸話 か ら 。 
は た し て 彼女 は 、 い か な る 災 で も 身 を 焼 か れる こと は な か っ た 。 


これ に より 、 彼 女 は 夫 で ある ラー マ と 永遠 に 巡り 会 うこ と は で き な い 。 
解放 され る の は 、 二 人 が 肉体 を 捨て 去っ た 後 で ある 。 
シー タ 自 身 が 呪 わ れ て いる 訳 で は な い が 、 

ラー マ の 呪い が 影響 を 及ぼ し て いる 。 


x = = 


DIO tren utero 
0 03ج‎ OBES Yis. Y Y ROSADA Y 2 ROBOTS. 
一 説 に は シー タ も その 化身 と も 、 あ る い は ヴィ シュ ヌ の 妻 ラ クシ ュ ミ の 化身 と も 言わ れ て いる 。 


یں 


=> ES یا‎ 
FA \ x 
ン A y 
تی‎ 要 
رتاوت‎ ds 
追想 せ し 無双 弓 
ا تی‎ 5280" ピー ee 
ハラ ダ ヌ ・ ジ ャ ナカ 。 
破壊 神 シ ヴァ が シー タ と その 父 ジ ャ ナカ 王 の 祖先 に 授け た 賠 己 。 
八 台 の 荷車 に 乗せ て 運ば な けれ ば な ら な い ほ ど 重 た い 。 
シー タ の 花 婚 を 選ぶ た め の 選 定 の 弓 で あり 、 弦 を 張れ る ほど の 剛力 の 持ち 主 だ けが シー タ を 花嫁 に する こと が で きた 。 
数 多 の 人 間 が 挫折 する 中 、 た だ 一 人 ラー マ だ けが 弦 を 張り 、 あ まつ さえ 真っ 二 つ に 折る ほど の 力 の 持ち 主 だ っ た 。 
ae 間違い な く 、 彼 女 の 幸 薄い 人 生 の 中 で 一 番 幸 福 だ っ た 頃 だ ろう 。 , 
۸ 
ラー マ の 力 を 持つ 少女 と し て 召喚 され た た め 、 ジ ャ ナカ 王 と は 血 の 繋 が り が な い シ ー タ で も 引く こと が 可能 な 宝 具 。 
パッ ドス テー タス が あっ て も 発動 する こと が 可能 で 、 ス テー タス も 回 復 する 。 


人 物 
UA Biss: Be me دوجرود‎ 


性 格 
お し と や か で 我慢 強く 、 一 途 に ラー マ を 愛し 続け る 少女 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
マス ター に 対し て も 慈愛 の 情 を 崩す こと な く 、 
王 に 対す る 臣下 の 如く 仕え る が 、 
恋愛 感情 に は 距離 を 取る 。 
長い 人 質 生 活 の せい か 、 極 め て 我慢 強い が 、 
ラー マ に 関す る こと に な る と 、 我 を 忘れ る 。 


台詞 例 
「 シ ー タ は ここ に お り ま す 、 ラ ー マ 様 | 
「 そ れ で いい 、 私 は あの 恋 と 、 あ の 愛 を 知っ て いる 。 
< だ か ら 、 こ の 先 も ずっ と 一 一 互い に 互い を 求め 続け る 」 
「…… 少 し だ け 、 あ な た の 戦い に 役立て る ね 。 
私 、 そ れ だ け で 幸せ な の ] 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ラー マ の 妻 。 
ラー マ が 猿 に か けら れ た 呪い の た め 、 永 遠 の 離別 が 宿命 付け られ て いる 。 
ラー マ は 十 四 年 の 月 日 を か け て 魔王 ラー ヴァ ナ を 倒し 、 シ ー タ と 再会 し た も の の 、 幸福 は 然 程 長 く 続か な か っ た 。 


や が て シー タ は その 貞 節 を 民 た ち に 二 度 疑わ れ 、 


シー タ は ヴィ シュ ヌ の 妻 ラ クシ ュ ミ の 化身 で あり 、 同 時 に 半分 に 分 か た れ た ヴィ シュ ヌ の 化身 と も 言わ れ て いる 。 
(も う 半 分 は ラー マ で ある ) 


その た め 、 聖 杯 戦争 に お いて 召喚 され る シー タ は 、 ラ ー マ の 別 側面 と いう 力 を 与え られ る 。 
ラー マ の 弓 兵 (アー チャ ー) と し て の 技量 を 授かっ た シー タ は 、 そ れ が 離別 の 呪い に よる も の だ と 知り つつ も 恐怖 を 坦 え 
て 、 戦 い に 赴く の だ 


因縁 キャ ラ 
27 
永遠 の 愛 を 誓っ た 人 。 互い に 不 完全 で ある が 故に 、 
揃っ て 完璧 へ と 至る 。 
呪い に よっ て 永遠 の 離別 と な っ た 今 、 そ の 完璧 が 成立 する こと は な い の だ が 。 


な お 、 シ ー タ は 基本 的 に 諦め な い タ イプ な の で 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召喚 され て か ら は 文通 、 魔 術 に よる 遠隔 
ン ラ イン ミー ティ ング な ど 、 あ ら ゆ る 手段 を 試し て いる 。 ラー マ さ え 召 喚 さ れれ ば 、 総 対 に 連絡 し て みせ る と 自信 


り げ 。 


St 0 


こん わ に ちん ! 輪 く すさ が で す 。 ラ ー マ 君 すき すき 大 すき シー タ ち ゃ ん で す が 、 REOHNRTETHFTNOUE 
し た ね …。 人 の 心 が な い の か ! 運 営 は !( 喜 ) か わい そう すぎ て 、 オ ラ わ くわ くし て きた ゾ !( お 前 が いち ば ん 鬼 ) それ に 
し て も 3D で キャ ッ キ ャ ウフ フ と 動く シー タ ち ゃ ん (そん な ん で は な い )、 か わい く て デザ イン の 甲斐 が めった と いう も 
ンプ ル に 、 う れ し く て 泣き まし た よ ホ ロリ 。 鬼 の お 前 に も 流す 涙 が めった の か … と 言わ れ そ う で す が 、 私 
尿 ば っ か り 描い て る 変態 で は な いん で す よ ! まあ 、 尿 ば っ か り 描 いて る す が 。9 年 前 に 「 シ ー タ の デザ イン 
は 10 年 に 一 度 の 会 心 の 出来 と 豪語 し て いま し た が 、 そ ん な こと 言っ て る うち に も う 、10 年 た と うと し て いる 戦 儲 。 さ 
て … 次 の 会 心 の キャ ラ は 描け る の か …? 10 年 後 を お 楽し み に !(20 年 だ ぞ ?) (< TED) 
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| 設定 作成 : た け の こ 星 人 / キ ャ ラク ター デザ イン : た け の こ 星 人 
CV: LS 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order Arcade 


対 魔力 :C 
| 、 該 叶 が 一節 以下 の 魔術 を 無効 化す る 
大 魔術 ・ 僚 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い 


デーーーーー — سس‎ - 


騎乗 :B 
騎乗 の 才能 
大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み に 乗り こなせ る 
セイ パー 時 より も 、 ト ナカ イ 
トナ カイ 役 の マス ター を 


神 性 : A 

| 7 その 体 に 神 性 属性 が ある か な いか の 判定 
A PI 「 み ん な に 施し (プレ ゼン ト ) 与 
| が 、 元 々 高い 神 性 を 備え て いる 為 、† 


ッ プ し て る っ し ょ 中 と 本 人 は ノリ ノリ だ 


ie 


。 周 囲 の 物体 を 自由 に 動か す 事 が で きる 。 
現在 は サー ヴァ ント と し て 顕現 し て いる た め 、 本 来 と くら べ 能 力 が ラン フクダ ウン し て いる 。 
上 手 く 使え ば プレ ゼン ト を 大 量 に 配る こと に 利用 で きる の で 、 サ ンタ と し て の ポテ ン シ ャ ル は 高い 。 
だ が 鈴鹿 御前 が 届け た い プ レ ゼ ント は 恋心 な の で 、 そ の 用 法 で 活用 され る 事 は な い 。 
それ は それ と し て 子供 た ち に は お 菓子 や お も ちゃ を あげ た いと 考え て いる が 、 手渡 し 派 だ っ た 。 


N 


ラブ コン フィ ズリ ー 


魔 眼 が 変化 し た スキ ル 。 

元々 所 有 し て いた 魔 眼 は 鈴鹿 御前 へ の 恋愛 感情 を 抱か せ て し まう も の だ っ た が 、 こ ちら は 対象 者 に 恋 そ の も の へ の 強い 
憧れ を 芽生 えさ せる 。 

特定 の 人 物 へ の 好意 を 抱か せる わけ で は な く 、 あ くま で 対象 者 各々 の 恋愛 感 を 軸 と し た 変化 が 発生 する 。 

恋 は 時 に ほろ 苦い けれ ど 、 そ れ で も 甘く キラ キラ 輝く も の だ と 信じ る 鈴鹿 の お 節 介 。 

セイ パー 時 より も 魔 限 の ラン フク が 上 が っ て いる 為 、 回 避 し に くい スキ ル と な っ て いる 。 


効果 範囲 を 、 無理 や り 自身 を の ぞ く 味 方 全体 に 広げ た も の 。 
サン タ な ん だ か ら 皆 を ハッ ピー に し な きゃ 嘘 じ ゃ ん ! と いう 務 持 の 表れ 。 


宝 具 


H 


きん せん れん ぜん せ か い 


7 لھا 
さん ぜん れん ぜん せ か い 。‏ 
鈴鹿 件 前 は 自ら が 持つ 三振 の 太刀 を 、 サ ンタ に 合わ せ て 変化 させ た 。‏ 
大 通 連 と 小 通 連 の 二 振 は 、 合 体 する 事 で イル ミネ ーション 輝く 両 通 連 に 。‏ 
顕 明 連 は 、 聖 夜 に 煙 く 星 を イメ ー ジ し た 顕 慕 連 へ と 姿 を 変え た 。‏ 
三 千 門 染 世界 は 、 その 二 槍 の 併せ 技 で ある 。‏ 
宝 具 を 使用 する と 、 鈴鹿 の 「 恋 する 者 を 応援 する 気持 ち 』 が 形 と な っ た 恋愛 空間 が 効果 範囲 内 に 展開 され る 。‏ 
具体 的 に いう と 、 顕 幕 連 の 力 で 星 が 舞 い 、 両 通 連 の 変化 し た 雪が 降る 。 つ まり ホワ イト クリ スマ ス 的 な いい 感じ の 紛 囲‏ 
気 が 演出 され る 。‏ 
空間 内 で は 敵 味 方 関係 な く 鈴 鹿 の 影 響 下 に 入る 事 と な り 、 応 援 さ れ た 者 は 元気 と 勇気 を も らい 、 敵対 する 者 は 恋路 を 邪‏ 
魔 す る 相手 と し て 能力 を 制限 され て し まう 。‏ 
ちな み に 『 夜 中 だ ろう と 使用 で きる よう に 』 「 他 人 に 作用 する よう に 』 と 無理 や り 変 化 さ せ た 結果 、 宝 具 の ポテ ン シ ャ ル‏ 
は 顕 明 連 の 時 と 比べ て 大 幅 に 下がっ て いる 。‏ 
し か し その 代わ り に 才 知 の 祝福 を 使用 し な く て も 宝 具 を 扱え る よう に な っ た 。 結果 オー ライ で ある 。‏ 


1-50 EEE 100 人 


سے 
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AD ITA 


私 (わたし) 
回 あん た / 〇 〇 (呼び 捨て 。 苗字 か 名 前 か は 相手 に よっ て 気分 で 変わ る ) プ 〇 〇 くん ンプ 〇 〇 ちゃ ん 
あい つ プ あの 子 プ マス ター に は 「 マ スタ ー」 と 気軽 に 呼び 捨て 。 


性 格 
本 来 は 生 真 面目 で 思慮 深い 性 格 だ が それ が 表 に 出 て くる 事 は な く 、 我 代 で 短絡 的 、 ギ ャ ル ギ ャ ル し い 女子 高生 と いう 立 
ち 回 り を 良し と する 。 
まだ 見 ぬ 想 い 人 に 向け て 女子 磨き に 奈 念 が な い 。 
た だ 根 が 奉仕 体質 な た め 、 我 信 な 振る 舞い の 真意 が 実は 相手 の 為 を 思っ て いた 場合 も 多い 。 


サン タ と な っ た 鈴鹿 御前 は 、 そ ん な 奉仕 体質 が 前 面 に 押し 出さ れる 。 

自分 の 恋 よ り も 他人 の 恋 を 優先 し て 応援 する 。 

恋 の キュ ー ピ ッ ド と 混合 し て る 節 も ある が 、 こ れこ そ が 鈴鹿 に と っ て の サン タ の 姿 。 

皆 ハ ッ ピ ー に な る し 、 自 分 も 恋 を 学べ る し で 一 石 二 島 で ある 。 

た だ し 、 す べ て の 恋 を 応援 する ワケ で は な い 。 鈴鹿 の 裁量 で や ん わり 断る 事 も ある 。 

友達 だ と し て も 、 清 姫 の 愛憎 を その まま 後押し する ワケ に は いか な い の だ 。 ち ょ っ と 責任 取り きれ な いし 。 

sans と 、 鈴 鹿 御前 な り に サン タ と いう も の に 対し て 真面目 に 取り 組ん で いる の だ が 、 そ も そ も 恋 に 不器用 な の で その サ 
ポー ト に 過度 な 期待 を し て は いけ な い 。 


セイ パー 時 より も ちょ っ と ハシ ャ ギ 気 味 。 
ちな み に 鈴 鹿 御前 が 水 落 霊 基 に な る と 開放 的 な 気分 に な り 、 誤差 で は ある が セイ パー の 時 より 少し 上 自分 本 位 な 思考 を す 
る よう に な る 。 


マス ター へ の 態度 
セイ パー 時 より も 、 マ スタ ー へ の お 節 介 が 増え る 。 
要する に 恋愛 相談 に 乗り た が る 。 恋 パナ が し た い 。 
セイ パー 時 と 同様 、 マ スタ ー と 恋愛 に は 発展 し な い 。「 恋 | の 手前 まで が 好感 度 マッ クス と な る 。 


台詞 例 
クリ スマ ス っ て さ 、 恋 する みん な に と っ て 重大 イベ ント な ワケ 。 だ っ た ら 私 が サン タ に な ん な きゃ 嘘 っ し ょ ?」 
黒 ギ ャ ル な の は た だ の イメ チェ ン だ けど ?」 
راغ‎ 
? そう いう の マジ 得意 っ つ ー か 、 受 付 中 っ つ ー か 、 私 に 全部 任せ る っ し ょ 日 
聖夜 の 星 は 道しるべ 、 雪 夜 を 染め る は 甘い 鼓動 。 
クリ スマ ス の 大 一 番 ! 私 が 背中 を 押し た げ る ! 


ん ? 
2 
ê 


2 が 


「 三 千 恋 染 世 界 」 | 

IY 照ら す は 秘め た る 胸 の 内 。 
聞こ えて る ? こん こん 鼓舞 する 雪 の 声 。 
これ こそ が - ENERO TE: 
『 三 千 恋 染 世 界 』 


メリ ー ク リス マス 、 マ スタ ー。 
マス ター に も 甘い 恋 が 訪れ ん こと を …… な ん て ね 日 


に 


FateGO! に お ける 人 物 像 
天女 姫 は 真理 に 至っ た 。 
も し か し て JK で サン タ っ て マジ いけ て る の で は ?…… と 。 
も ちろ ん 水着 霊 基 も 捨て が た い 。 夏 が 私 を 呼ん で いる 気 も する し 、 駄 狐 ば か り に 良い 思い を させ る の も 許し が た い 。 
だ が し か し 、 恋 する 者 た ち に と っ て の ビッ グイ ベン ト 「 ク リス マス ] を 見 て 見 ぬ ふ りす る ワケ に は いか な い の だ っ た |! 


そん な ワケ で 、 鈴 鹿 御前 は サン タ と な っ た 。 

日 く 、「 恋 を 配る ]。 

カル デア の 鈴鹿 御前 に と っ て 、 恋 に 狗 ずる 事 こ そ が 極上 の 幸せ で ある 。 

で あれ ば 大 好き な 仲間 た ち に 自分 の 大 切な ハッ ピー を お 裾 分 けし た いと 考え る の は 当然 の 帰結 だ っ た 。 


恋 を 配る と 言っ た も の の 、 対 象 の 相手 二 人 を 洗脳 等 で 無理 や り 親 密 に させ る よう な 手段 は 取り た く な い 。 
そこ で 恋 の サン タ が 選ん だ 手段 の ー つ が 、 魅 了 の 魔 眼 を 改良 し た スキ ル 「 ラ プ ブ コンフィ ズリ ー」 CHS. 
対象 者 本 人 に 元々 備わっ て いる 「 恋 に 対す る 想い を 増幅 し 、 一 時 的 に 恋し や すい 体質 に 変化 させ る 甘い 導き 。 


「 や っ ぱ 最 後 は 自分 の 気持 ち で 好き っ て 言っ て くれ な きゃ 駄目 じゃ ん ? 
だ か ら 私 が 和 干渉 する の は 恋 の お 膳 立て まで だ し 日 


と いう それ な り に まとも な 鈴鹿 の 恋愛 観 が そこ に は 籠 め られ て いる 。 
傍 迷 惑 な 事 に 変わ り は な い が 、 一 応 根 は 真面目 な 彼女 な の だ っ た 。 


© 通常 武器 
DEl ARE 
一 本 の 檎 を 振り 回 す 。 神通 力 で も 振り 回 す 。 

両 通 連 は 一 部 が 光っ て いて 、 振る と 光 の 軌跡 で 綺麗 。 文 字 も 浮か ん だ りす る 。 

クリ スマ ス に と っ て 、 イ ルミ ネー ショ ン は 欠か せな い 要 素 な の だ 。 

な お 才 知 の 祝福 を 使わ な い 鈴鹿 御前 [サン タ 〕 は 、 戦闘 時 に 派手 で は し ゃ い だ 動 き が 多く な る 。 


葛飾 北斎 (セイバー) 

コイ バナ し よう と する と 、 な ん か いつ も 逃げ られ る ん だ よね ー。 

な ん の 、 相 手 が セ イ パ ー だ か ら っ て 遠慮 な し 。 ラ ン サ ー で も プレ イス キル で ガン ガン 詰め 寄っ て 、 い つか コイ パナ に 花 
咲か せ て みせ る し ! 
タマ モ キ ャ ッ ト 
流石 の 私 も 空気 は 読 お 。 パ カネ コ に コイ パナ は 求め な いっ つか 。 

…… で 、 プレ ゼン ト は ニン ジン で いい の ? 

紅 間 魔 

あ 、 紅 ちゃ ー ん ! 

ムー ド を 盛り 上 げ る 為 に リス マス に 映え る 料理 を 作っ て 欲し … え ? だ っ た ら カ ル デ ア 出張 教室 を 開く ? 
アハ ハ 違 うし 、" 教 えて "欲し いん じゃ な く て "作っ て " … 
あの 、 追 い ヘル ズ キ ッ チ ン は ちょ っ と 
玉藻 の 前 

…… 駄 狐 は 私 が どう こう する 必要 な いっ し ょ 。 

E 

きよ ひ 一 の は さ ー。 恋 を 通り 越し て ガチ 愛憎 じゃ ん 。 キラキラ じゃ な く て メラ メラ じゃ ん 。 
清少納言 / 織 田 信長 沖田 総司 

いつ メン が クリ パ に 居 て くれ る と 、 盛 り 上 が り 方 が マジ ダン チ 。 サイ コー っ し ょ ! 

確か に 調子 に の せる と 面倒 お ん だ けど 、 そ れ も ま た いと お か し っ て ね 。 

ゲオ ル ギ ウ ス 

自 撮り 写真 が 上 手 くい か な い 時 に 相談 に の っ て くれ た ん だ よね ー。 マ ジ い い 人 。 

女王 メイ ヴ 

メイ ヴ っ ちはや っ ぱ カ ッ コ イイ けど 、 自 分 を 大 切 に し な いと ころ は 心配 っ つ ー か さ 一 。 

友達 と し て 背 定 し て あげ た いけ ど 、 思う と ころ も ある っ つ 一 か 。 

そう いえ ば 「 メ イヴ ・ イ ヴイ ヴ メ イヴ っ ち ー」 っ て 挨拶 する と めちゃ くち ゃ イヤ な 顔 さ れる けど 、 私 は か な り 気 に 入っ 
て る か ら 、 こ れ 。 

幼年 系 サー ヴァ ント た ち 

並ん で 並ん で 一 。 は い プレ ゼン ト ! 

や っ ぱ み ん な の 笑顔 みる と サイ コー じゃ ん ! 今 ま さ に 私 こそ が 施し の 英雄 じゃ ん ! それ は 違う か 。 う ん 。 
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| 武器 设 定 1 | 


CHARACTER Profile 


| 武器 設定 2 


最初 「 今 流行 り の ! 


デ ャ ル サ ン タ + 和 アレ ンジ | と いう お 題 を いた だ いた の で す が 、 女子 高生 スタ イル に 憧れ る な ら 現 代 
風 も 氷 た いか も な …… と 、 和 風 洋風 いく つか 案 を 提出 し た 所 、 武 内 さん か ら 和 と 洋 を 組み 合わ せ た ア イデ ア が 返っ て き 
て 、 す わ ー 天 オー! と 思い まし た 。 な お 鈴鹿 は 下着 を 履か な い キ ャ ラ と 思わ れ が ち で す が 、 正確 に は 「 形 が 出 て し まう 
の が イヤ ] な の で 、 逆 に イケ て る 時 は 着用 し ます 。3D 映 えす る と いい な ー と 召 | や 宝 具 演 出 を 提案 させ て いた だ き 
まし た が 、 め ちゃ くち ゃ いい 感じ に 実装 し て くれ て いて 最高 で し た 。 あり が と う ご ざ いま す 。3D モ デリ ング と モー シ 
ョ ン 、 め ちゃ くち ゃ カワ イイ で す よ ね ーー! (た け の こ 星 人 ) 
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Fate/sGra 


セタ ンタ 
| ララ ス + ES EJ. 
ETJ Dan ) 
ts ۴ 
= 
| Eds: Bac Eds EC Ed» ۰۶ 


設定 作成 : 桜 井 光 キャ ラフ ター デザ イン : lack 
CV: 村瀬 歩 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order Arcade 


165cm EEJ 56kg 


7 4 a a 
حم‎ 


対 魔力 :B | 


詠唱 が 三節 以下 の 魔 
+205 > (ALIA 
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神 性 :B 


アル スタ ー の 勇猛 に し て 許 放 な 戦士 た ち が 集う 「 赤 枝 の 騎士 団 | の 一 員 で ある こと を 、 セ タン タダ は 特に 強く 自覚 し て いる 。 h 


= x ees 


EUREN. 獣 殺 し スキ ル 


OBE. 猛獣 特攻 。 


= デー 一 一 


影 卿 の 武 練 : B+ 
の 女 主人 スカ サハ に よっ て も た ら され た 修練 の 日 々 は 、 セ タン タ の 精神 と 肉体 を 鍛え 上 げ 、 無双 の 英雄 クー 7. 
ー リ ン と し て 完成 させ る に 至っ た 。 

今回 の 霊 基 は 修練 中 (厳密 に は 修練 終了 直前 ) の 精神 と 肉体 で ちる た め 、 本 スキ ル が 保有 され て いる 。 真 に 英雄 クー・ フ 
ー リ ン と し て 現 界 す る 場合 に は 本 スキ ル は 保有 され ず 、 宝 具 ゲ イ ・ ボ ルク を 保有 する こと に な る 。 

(本 スキ ル を 保有 し て いな い 上 に 宝 具 ゲ イ ・ ボ ルク を 保有 し て いな い - と いう 状態 は 本 来 的 に は あり 得 な い は ず で 
ある ) 


ER | 


NEE 


クル ・ セ タン タ 。 
アル スタ ー の 戦士 と し て 認め られ た 際 に コン ホ ヴ オォ ル 王 か ら 授かっ た 無銘 の 剣 が 、「 ロ スナ リー の 戦い の 伝承 に 登場 す 
る 光 の 剣 ク ルー ジー ン と 同一 化し た 宝 具 。 


淡い 光 を 発する 魔 侯 。 
真名 解放 の 際 に は 激しく 発光 し 、 養 父 フェ ル グ ス の 振る う 魔 刻 カ ラド ボル ブ に も 近しい 威力 を 発揮 。 師 スカ サハ か ら 学 
ん だ 恐る べき 戦闘 技術 を 用 いて この 剣 を 振る い 、 セ タン タ は 対象 を 完膚 な きま で に 叩き の めす 。 


今回 の 召喚 で 真名 セタ ンタ と し て 吉 基 が 成立 する に あたり 、 セ タン タ す な わ ち 英雄 クー・ フ ー リ ン が 戦い の 際 に 振る っ 
た 剣 、 と いう 共通 項 か ら 、 ふ た つの 剣 が け ひと つの 宝 具 に 同一 化し た も の と 考え られ る 。 

「 こ の 剣 、 ほ ん と は も っ と 後 の オ レ が 使っ た 似 じ ゃ ね え の ? それ っ て ズル じゃ な い ?」 

「 で も まあ 、 ズ ル み た いな 宝 具 持 っ て る 奴 多 いも ん な 。 まい っ か 

と セタ ンタ 談 。 


< Ain 


オレ 85 お まえ / あ ん た ン 〇 の (呼び 捨て ) プ テ メ エ BEN N5/00 (呼び 捨て )‏ کا 


性 格 

天 真 烂漫 野生 见 少 年 。 

明る く 、 行 動 的 。 思い 悩む 前 に 行動 する 

た だ し 、 養 父 フェ ル ブ ス や 師 ス カサ ハ の 教育 が 行き 届い て いる の か 、 目 上 の 相手 や 大 人 に 対す る 礼儀 は きち ん と 守る 優 
等 生 的 一 面 も 持っ て いる 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
気 安い 友達 、 と いっ た 方 向 性 で 接し て くる 。 
これ は 、 年代 が 近い 相手 に 対す る 、 彼 に と っ て 最適 解 の 接し 方 な の で ある 。 
聖杯 に 懸け る 願い を セタ ンタ は 特に 持た な い 。 
最強 の 英雄 と な らん と する 願い は 、 自 分 以外 の 誰 に も 叶え られ な いと 分 か っ て いる か ら だ 。 


台詞 例 
「 セ タン タ だ ! 
ま 、 ク ー・ フ ー リ ン っ て 名 前 も ある ん だ が …… 
クラ ン の 猛 犬 、 ア ルス ター 随 一 の 英雄 っ て 名 乗る に ゃ 、 今 の オレ は まだ まだ 未熟 だ 。 
だ か ら セ タン タ 。 よろしく な 
TER? 大 釜 じ ゃ ね え の 、 ダ ブ ザ の 。 
は 一 、 そ っ か 。 言 い 方 の 違い か ね ? 地域 性 と か 文化 と か ? 
あー、 で も 分 っ か ん ね えな 一] 
「……: ゲ イ ・ ボ ルク 使い て な 一員 


D 人 物 像 

ケル ト 神 話 、 ア ルス ター 神話 に 於 ける 

大 英雄 クー・ フ ー リ ンーーー そ の 修業 時 代 の 姿 。 

その 肉体 及び 精神 は 、 ラ ン サ ー や キャ スタ ー と し て 現 界 する 彼 よ り も 若く 未 熱 。 

し か し 同時 に 、 何 者 か に な る た め に 定 揺 き 、 進 み 続け る 、 一 少年 と し て の 無限 の 可能 性 を 秘め て も いる 。 


既に フラ ン の 番犬 と の 戦い を 経た 後 の 時 期 で は ある が 、 

この 逸話 を 元 と する 「 ク ラン の 猛 犬 (フー・ フ ー リ ン )」 の 勇 名 を 
未だ 自ら の も の で ある と 認識 し きっ て いな い 。 

理由 は 、 影 の 国 の 女 主人 に し て 最強 の 檎 使い で ある 師 ス カサ ハ か ら 
当然 の よう に 「 セ タン タ 」 と 呼ば れ 続 け て いる か ら …… か も し れ な い 。 


明確 に 自ら の 未来 の 記憶 を 持っ て いる 訳 で は な いも の の 、 
記録 と し て の 歴史 的 事実 は 概ね 認識 し て いる 。 


た だ し 、 よ く 似 た 霊 基 状 態 で 現 界 し て いる アレ キサ ンダ ー 少 年 と は 違い 、 
セタ ンタ は 

「 歴 史 だ か 人 類 史 だ か な ん だ か し ら ね ー け ど ] 

「 オ レ の 未来 は オレ の も の だ ] 


「 メ イヴ ? な ん か に 殺さ れ て た ま ッ か が よ 唱 
と 、 ま っ た く 上 自分 の 未来 を 受け 入れ て いな い 。 
メイ ヴ 上 等 で ある 。 


因縁 キャ ラ 
スカ サハ 
や っ べ ぺ 、 あ の 女 い る の か よ …… い え 師 匠 上 
クー・ フ ー リ ン ( 檎 ) クー・ フ ー リ ン ( 槍 ププ ロト ) 
オレ が いる ! 
クー・ フ ー リ ン ( 手 ) 
オレ が いる ? 
クー・ フ ー リ ン ( 術 ) 


Ae Gir De 
A? AL? 

(最初 に オー ディ ン の 存在 を 感じ 取る の で 、 す ぐに 自分 な の だ と は 気付 か な い ) 
メイ ヴ 

ああ ん ? 誰 だ よ テ メー。 

クー ちゃ ん っ て 誰 だ よ 知 ら ね ー よ 。 

Say な 、 な ん だ よ 、 な ん で そん な 顔 す ん だ よ ! 

アレ キサ ンダ ー 

55? (当初 は や や ライ バル 心 ) 

スカ サハ ニス カ デ ィ 

(TER) 
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te 
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Bats SIR, 7 
の レー ジレ ン ・ セ ンタ 


7 多 党 理光 LUN. 


Comment from Illustrator 

元 如 [Fate/stay night] の 最 推し が フー・ フー リン だ っ た こと も あり 、 セ タン タ は 勝手 に と ん で も な い プ レッ シャ ー を 
| 感じ な が ら デ ザイ ン さ せ て いた だ きま し た 。 ア ー ケ ー ド で お 披露 日 を 迎え 、 実際 に 当日 実機 3=D で 元気 に 動き 回 る 姿 に 
| は と て も 感動 し た 記憶 が あり ます 。 様 々 な フー・ フ ー リ ン 要 素 を 取り 入れ な が ら 王 道 の 気持 ちい い \ 少 年 勇者 を 目指 し つ 
| つ 最 終 的 に 今回 こ な り まし た 。 ち な み に 白 い 子犬 は クラ ン 家 の 猛 犬 の 子供 を セタ ンタ が 成 犬 まで 育て た いう エピ ソ 


ー ド か ら 、 一 緒 に 成長 する 相棒 と し て 横 に 添え て お り ま す 。 (lack) 


設定 作成 : 星空 め て お ご キャ ラク ター デザ イン : 黒星 紅白 
CV : 中 島 ヨシ キ 


クラ スス キル Ary | WA 
h AA — EN 
| ma 7 
y de | 魔術 発動 に お ける LL FOO ERZ る 


騎乗 :C 


正しい 調教 、 調 整 が な され た も の で あれ は ば 万 全 に 乗り こなせ る 。 


[降伏 より は 死 を | Dam, sam. ARG! 
若き モレ ー が 希望 と 共に 胸 に 刻み 、 生 涯 忘れ る こと の な か っ た テン プル 騎士 団 の 聖なる 府 い 。 


に 仕え 、 信仰 を 保護 する 者 と し て の テン プル 崎 士 団 の 誇り 。 
最後 の プラ ンド マス ター を ひたすら に 誠実 に 務め あげ よう と し た モレ ー の 勿 尾 。 


宝 具 
断 くも 永き 巡礼 の 旅路 


Ez A ma کت ہش‎ arr paji 


ピレリ ナー ジ ・ ド ・ テ ンプ ル 。 

テン プル 騎士 団 の 栄光 と 衰亡 の 歴史 。 輝かしい 幻影 を まとう 剣 と 騎馬 の 突撃 。 

エル サレ ム の ソロ モン 神殿 跡地 の 発祥 か ら 、 パ リ ・ セ ー ヌ 川 シ テ 島 の 火 刑場 至る まで の 、 二 百年 に 渡る 騎士 団 の 生き 
様 を 誇る 焼身 の 業火 に 包ま れ な が ら 剣 を 振る う 最 後 の 総長 ジャ ッ ク ・ ド ・ モ レー の 雄姿 は 、 あ た か も 和 灯 減 きん と し て 
光 を 増す が ご と し 。 


まじ めで 人 見 知り する 性 格 。 第 一 印象 は コミ ュ 障 気味 で ひど く 脆 弱 な 雰囲気 。 

と ころ が いざ 交渉 の 場 に な る と それ は 一 転 し 、 し ぶ ぷと く 強 究 な 精神 力 を 発揮 する 。 本 人 の 体調 が 悪化 する に つれ て 弁論 
の 切れ 味 は 増し 、 一 歩も 引か ず に 相手 を や り 込 め る 。 

テン プル 騎士 団 の 准 い で ある 「 降 伏 より は 死 を ] HER. SBD. ARE] を 頑 な に 守 ろ うと する 。 

騎士 団 の 金庫 は 神 の 所 有 物 で ある た め 、 金 銭 の 扱い に 関し て は 非常 に ドラ イ 。 感情 を 挟ま ず 、 絶 対 に 自分 が 損 を し な い 
取り 引き を 心がけ る 。 

すぐ に 胃 を わ ず ら っ て 嘱 吐 し て し まう の で 、 そ ん な 時 は ひたすら 可愛 い モ ノ の こと を 考え て いる 。 


聖杯 へ の 望み は EOWA) と 「 テ ンプ ル 騎 士 団 の 再興 。 
マス ター に は 全幅 の 信頼 を 置い て 服従 し 、 そ し て な お 他 者 と も 同様 に 、 公 正 か つ 慎 み 深く 接し よう と する 。 


\ ャ ッ ク ・ ド ・ モ レー。 TICHNELEUN, 鳴 呼 … わ 、 私 め は 、 モ レー と お 呼び くだ され ば 。 どう ぞ 、 
お 見 知り お き を …:」 

オー ダー! (秩序 を )」「 精 算 を 願い ます !」 「 必 要 経 費 で す ] 

如何 ほど で し ょ う 、 あ な た の 命 の 価値 は 」「 ま 、 マ スタ ー は 私 め の 見 積もり を 、 い つも 狂わ せる 御方 だ ] 

我 が 十 字 の 盾 は 信仰 の 盾 。 断じて 破れ ぬ 我 が 硝 い ! この 強固 な る 元 本 が 割れ る こと な ど 決し て …… ま あ 、 ン ン ッ 、 そ 、 
備え は され る べき で し ょ う ] 

命 よ り 重い 金 な ど 、 あろ う は ず が な い 。 命 こそ は 無限 な る 冨 な れ ば 。 我ら テン プル 騎士 の 紗 い こそ 巡礼 者 を 守る 光一 一 。 
کس‎ そ 、 そ れ は それ と し て 、 貸 し た も の は お 返し いた だ きま す が ] 

騎士 と し て 敗北 し 、 修 道士 と し て 破 戚 し 、 総長 と し て 廃絶 し た 。 32۳08872. مه اف‎ LINE. STC CH 
ら そ う ! 『 断 くも 永き 巡礼 の 旅路 (ピレリ ナー ジ ・ ド ・ テ ンプ ル ) 1] 

ひ 、 羊 …… か わい いで す よ ね 。 あの 生き 物 は 実に 、 百 パ ー セ ント 混じり け の 無い 、 羊 な の で す 。 鳴 呼 … な ん た る 奇跡 ] 


セイ パー、 
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( 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

聖地 エル サレ ム へ の 巡礼 者 を 守護 する 騎士 修道 会 「 テ ンプ ル 騎 士 団 ]。 

モレ ー は その 第 23 代 目 総長 で あり 最後 の ブラ ンド マス ター と し て 著名 。 

騎士 団 の 慕 大 な 資産 を 欲し た 端 訪 王 フィ リッ プ 4 世 は モレ ー に 異端 の 疑い を か け 、 騎 士 団 を 廃止 に 陥れ た 。 
呪い の 言葉 を 残し な が ら モ レー は パリ で 火 刑 と な っ た 。 


13 世 紀 。 当 時 、 神 聖 ロー マ 帝 国 に 属し た ブル ゴー ニュ 郡 モ レー の 小 買 族 の 子 と し て 生ま れる 。 

21 歳 で テン プル 騎士 団 に 入会 し 騎士 と な っ た モレ ー は 、 最 後 の 拠点 で あっ た 都市 アッ コン の 防衛 戦 に 加わ る が 十字 軍 の 
援軍 を 受け られ な いま まき 都市 は 陥落 する 。 

騎士 団 本 部 は キプロス 島 へ と 移さ れ た も の の 、 モ レー は 聖地 奪還 を 矯 め ず に 十字 軍 の 再 遠征 へ の 情熱 を 燃やし 、 腐 敗 と 
慢心 の 及 ん で いた 騎士 団 の 改革 を 唱え て 総長 に 就任 する 。 


SER ERS BOT‏ جاۓ KI CRABHESCHY, AAN‏ ای آ0 ت0ا 2 اار7 
と で 資産 を 増やし 、 欧 州 各 地 に 大 小 一 万 箇所 以上 も の 管区 を 持つ と いう 一 王国 に 匹敵 する 財産 を 所 有 し て いた 。‏ 

騎士 団 総 長 と な っ た モレ ー も また 現代 銀行 の 頭取 に 似 た 立場 で ちっ た と いえ る 。 

目的 を 見 失っ た 騎士 団 に 時 落 が 樺 延 し つつ ある な か で モレ ー は あく まで 敬 度 な 修道 士 で あろ うと し た 。 

軍事 的 成果 を あげ られ な か っ た 過去 を 悔やみ 、 ひ た すら に 聖地 エル サレ ム の 礁 本 を 目指 し た 。 


フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世に 黒 魔 術 や 悪魔 崇拝 な ど 異 端 の 濡れ 衣 を 着せ られ 、 テ ンプ ル 騎 士 た ち が 一 斉 逮 捕 さ れ た 不吉 
な 日 は 、 俗 に 言う 「13 日 の 金曜 日 』 の 起源 と され る 。 
幽閉 と 拉 問 の 未 に 火 刑 に 処 さ れ た モレ ー は 、 フ ィ リ ッ プ 4 世 と その 像 儲 教 旦 フ クレ メン ス 5 世 へ の 呪い を 叫ん だ 。 実際 に 一 


ضس سس 


に お ける 人 物 像 

クラ ス " セ イ バ パー" の ジャ ッ ク ・ ド ・ モ レー は 、 敬 虚 な る 修道 士 。 

何 世紀 に も わた り 理 不 尽 に 被っ た 、 テ ンプ ル 騎 士 団 の 異端 の 汚名 が 晴 ら さ れ て 以降 の 歴史 観 に よる サー ヴァ ント 。 

火 刑 の 際 に は 確か に 呪い の 言葉 を 吐い た が 、 サ ー ヴ ァ ン ト と な っ た モレ ー に は 、 結 局 衰亡 の 道 を 辿っ た フラ ンス 王家 へ 
の 憐れみ は あれ ど 憎 し み は 無 い 。 

た だ 、 貸 し た お 金 を 返し て 欲し い 。 それ だ け で ある 。 


信 爺 都市 ロス ト ・ エ ル サ レ ム の 門 を 守護 する モレ ー は 、 汚染 され た 聖杯 に 侵さ れ 、 完全 な る 狂気 に 取り 渡 か れ て いた 。 BE 
護 を 求め る 民 た ちか ら 肉 体 を そぎ 落と し 、 そ の * 魂 "を 魔 獣 編 へ と 捧げ た 。 カル デア と 対決 し た モレ ー は 霊 核 を 砕 か れ な 
جس سرت‎ そし て 敗れ 、 魔 獣 続 と 共に 消滅 し た 。 


erw 
bay وت‎ 


因縁 キャ ラ 
獅子 心 王 リチャード 1 世 
第 3 回 十字 軍 の 最前 で 指揮 を 執 られ た 、 ゆ 、 勇猛 な る イン グラ ンド 王 ! 我 が 緒 戦 の 地 ア ッ コ ン も 、 キ プロ ス も 、 獅 子 心 
王 の 熱情 が 強く 刻ま れ た 場所 で し た 。 さ 、 さ れ ど 、 その 遠征 の 果て に 、 つい に 聖者 エル サレ ム が 目前 に 迫っ た に も か か 
わら ず 、 彼 は 聖 都 へ 足 を 踏み 入れ る こと は な か っ た 。 そ の 理由 は 、 宿 敵 の 前 で 刻 を 手放す 無防備 を 嫌っ た の か …… そ れ 
と も 望ん だ 戦果 を 得 ら れ な か っ た 後悔 だ っ た の か 。 そん な 彼 の 王 の 無念 と 務 待 に …… わ 、 私 は 、 幾 た び も 思い を 馳せ た 
も の で す 。 
守護 騎士 ゲオ ル ギ ウ ス 
to Ya)LYa—— 4B می لے ات‎ D., BAI UWEORRAICBONE LI. TS. (UO) 
に 服従 し 、 互い に 狂気 の 帳 の 下 に あっ た と は いえ NYX それ で も 一 筋 の 礼 路 に 立ち 並び 、 買 公 と 共に 戦っ た その 事実 を 、 
誉れ と 思う 無礼 、 ど うか お 許し いた だ け ま せん で し ょ うか 。 
سی‎ ド ・ モ レー (フォ ー リ ナー) 
な 、 仮に 、 悪 属性 に 副 落 し た 私 が 顕現 され た ら 、 CIP? اس‎ 、 決 し て 起こ りえ な い 、 な ど と は 申せ ま 
せん 。 誰 し も 誘惑 に 敗北 し 、 BEI SRAM THSBOTS. だ が 、 ہنکس حم‎ 自分 自 
身 で あれ ば こそ ……! その 身 に ほん の 、 た だ 一 片 の 良心 が 残る な ら ば 、 厳 し く 、 一 切 の 容赦 な く 引 き 締 め ね ば 。 
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| ジャック ・ ド ・ モ レー (セイ パー) は 、 テン プル 騎士 団 の 財務 組織 (銀行 ) の 側面 が 強く 出 た サー ヴァ ント で し た の で 、 E 


の 銀行 員 が 付け て いた (イメ ー シ 
| お 金 に まつ わる イメ ー ジ の ある 
スコ ッ ト 的 な も の を イメ ー ジ し て お り ま す 。 体調 肖 し が ちな 部 分 が 


い 腕 カ バー を ペー ス に し て デザ イン を 組み 立て て いき まし た 。 ポ ー チ モ 財 布 風 に し 、 
ー コ ー ド な ん か も 衣装 に 取り 入れ て いま す 。 仔羊 の キャ ラク ター も 銀行 に よく ある マ 
る の で 、 手首 定 首 と 首 を いつ も より 一 回 り 細く 描 


いて いま す 。 ち な み に モ レー (フォ ー リ ナー) は 仔羊 が 仔 山 羊 に 変わ り 、 盾 の 裏 が ジン ギ ス カン 鋼 風 に な っ て いま す 。 
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設定 作成 東 出 祐一 郎 キャ ラク ター デザ イン : 岡崎 武士 
CV: 野中 藍 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order Arcade 
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7 
ہب‎ RFD | 
© 道具 作成 : EX 

この 子 自分 の 腕 と か 足 と か 、 割 と 適当 に 改造 し て る …… 


陣地 作成 :D 


猫 の 額 の よう に 狭い 自分 の ね ぐら を 作る くら いで 、 


陣地 に まっ た く 興 味 が な い ٤ ) 


ii 


保有 スキ ル 


サン タク ロー ス に な っ た こと 
贈り 物 を 届け る こと で 、 味 方 の 心 を 癒 や す 。 
人 造 で あお れ 、 そ の 心意気 は 変わ りな い 。 


きん を 


浮か れ は し ゃ ぐ は 乙 女 の 戚 喜 : B+ 

サン タク ロー ス に な っ た こと で 、 若 干 、 か な り 、 

大 変 に 浮か れ て いる 。 

彼女 の 放つ 大 音声 は 、 聞 いた 者 を 勝手 に 浮か おれ させ て し まう た め 、 隙 も 多く な る 。 


り 、 陣 見 る 側 か ら 夢 を 与え る 側 に な っ た が 、 そ れ で も 夢見 る 少女 で ある 。 。。 ۔‎  . 
いつ か 、 自 分 と いう 贈り 物 を 大 切 に し て くれ る 人 が 現れ る と いい な ぁ 、 な ど と ん わり 夢見 て いる 。 


SH 


花 乙女 の 祝祭 ・ 晴 れ や か に お 届け ! 


EPZ B+ CIRES PRE 1~20 ENM 20 人 


フェ ステ ィ バ パル ・ フ ラ ワ ー ガ ー ル ・ プ レ ゼ ント ! 

浮か れ た フラ ン ち ゃ ん が 最大 限 に 浮か れる こと で 発動 する 、 祝 福 宝 見 
p3 敵 味方 構わ ず 発動 する が 、 不 思 議 な こと に 瑞 方 に は 物理 的 ダメ ー 味方 に は パフ ・ 回 復 な ど が 振り ま か れ る 。 
f また 、 花 乙女 の 名 の 通り 、 色 鮮やか な 花 片 が プレ ゼン ト と 一 緒 に 撤 き 散ら され る 

そし て 敵 に は 爆弾 が プレ ゼン ト さ れる 。 


と 女 の 貞 節 (サン タ ) 


Geiss ma‏ کچھ 


プラ イダ ル ・ チ ェ ス ト ・ サ ンタ 。 

ど と 女 の 貞 節 を ちょ っ と サン タク ロー ス 風 に 改造 し た も の 。 

一 回 殴る た ぴ に シャ ン シ ャ ン と 鈴 が 鳴る し 、 ど こ か ら と も な く 星 は 出 て くる し 、 ス テッ キ み た いな あめ 玉 も 散ら ば る 。 
[Fate/GO で は 基本 的 に 通常 武器 と し て し か 使用 され な い 。 


AM 


わた し 


回 あな た / お まえ BE お あいつ / そ いつ 


どちら か と いえ ば 水着 霊 基 の フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン に 近く 、 た ど た ど し い 言 葉 で 喋る が 、 知 能 は 優秀 。 
プレ ゼン ト を 怪力 で ブン 投げ 、 割 と 大 雑 提 に パラ 撤 く ぞ ! 
た の し ー い ! 
台詞 例 
「 さ ー ん ーー た 一 だ ー ぞ ー! が お 一 日 
「 ぷ れ ぜ ん と も っ て きた ぞ 、 め で れ 、 そ し て う や まう の だ ] 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 
元々 は メア リー・ シ ェ リ ー の 小説 「 フ ラン ケン シュ タイ ン ある い は 現代 の プロ メ テ ウ ス ] の 登場 人 物 で あり 、 
名 無し の 怪物 。 
ヴィ クタ ー・ フ ラン ケン シュ タイ ン 博 士 が 恨 体 を 継ぎ 接 ざ し 、 
その 上 で 落雷 の 力 に よっ て 産み 出し た 人 工 の 生命 体 で ある 。 


小説 に お いて は 、 あ くま で 科学 的 に 鋳造 され た 怪物 で ある が 、 本 作 で は 
ヴィ クタ ー・ フ ラン ケン シュ タイ ン そ の も の が 架空 で は な く 、 錬 金 術 と 科学 を 融合 させ る こと で 人 造 人 間 を 作り 上 げた 
男 と し て 、 確 か に 存在 し て いる 。 


人 造 人 間 を 作り 出し た 目的 は 、 原初 の 人 間 ア ダム の 創造 。 即ち 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 召喚 され て いる 『 彼 女 ] が アダ ム を 
到 お イヴ と し て 鋳造 され た の だ 。 

し か し 、 そ れ は 失敗 に 終わ っ た 。 感情 の 制御 が で きず 、 と て つも な い 凶 暴 性 を 発揮 する 少女 を 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 
博士 は 失敗 作 と し た の だ 。 


問題 は 博士 自身 に も どう に も な ら な い 、 手 の 付け よう の な い 怪 物 だ っ た こと 。 
そし て 、 感 情 に 乏しく 殺 性 を 発揮 する だ け で 決し て 愚か で は な い の に 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 博 士 は 認め る こと な く a 
逃亡 し て し まっ た こと だ っ た 。 ۱ 


少女 は 自己 の 存在 理由 を 、 博 士 が 告げ た イヴ の 目的 一 一 一 胎 ち 、 ア ダム の 母親 に な る こと と 定め た 。 し か し その 海 に は 、 
何より 伴 介 が 必要 で あり 、 そ の 伴 何 を 創造 する こと が で きる の は 、 フ ラン ケン シュ タイ ン 博 士 た だ 一 人 だ っ た 。 


果て の な い 追 跡 劇 。 
少女 は 告げ る 。 博 士 に は 責任 と 罪 科 が ある 。 
わた し を 創り 出し た 責任 と 、 わ た し を 見 捨て た 罪 科 が ] 


博士 は この 世界 に 怪物 を 二 人 も 創造 する 訳 に は いか な いと 拒絶 する が 、 

一 度目 的 を 定め た 少女 は 、 そ の 凶 舞 性 を 発揮 し て 執 効 に 要求 し た 。 

博士 の 家族 を 殺し た が 、 そ れ で も 博士 は 復讐 する どこ ろか 逃げ に 逃げ た 。 
こう し て 憎ん で くれ な い の で すか 。 

どう し て 私 を 見 て くれ な い の で すか 。 


逃亡 し た 博士 を 追っ て 南極 に 行き 、 拒 絶 し 舗 えな が ら 死 を 選ん だ 博士 を 前 に し て 、 

少女 は 遂に 人 間 に は な れ な か っ た と 絶望 し た 。 

だ か ら 、 聖 杯 に 託し た 。 

自分 を 人 間 に し て くれ る 伴 何 を 、 連 れ て き て くれ る よう に 。 

も っ と も それ こそ が 、 マ スタ ー と の 出会い な の だ と 少女 が 気付 くに は 、 ま だ 少し の 時 間 が 必要 だ ろう 。 


「FGOAC に お ける 人物 像 
マハ トマ の 力 か 、 さ も な くば サン バ の 力 か 、 あ る い は それ 以外 の 何 か か 。 
生ま れ 出 で た サン タク ロー ス ・ フ ラン ちゃ ん 。 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン な ら ぬ プレ ゼン ト し た いん と な っ た 少女 は 、 は し ゃ ぎ な が ら プ レ ゼ ント を 無 差別 に 振り まく こと 
に な っ た の で ある 。 


基本 的 に は 水着 の フラ ン と 同じ よう に 、 深 刻 な 情報 、 因 緑 を あえ て 封印 し て いる 。‏ سس 


大 切な の は 、 現在 を 楽し むこ と で あり 、 楽 し お こと が 、 自分 を サン タク ロー ス に し て くれ た 誰か や 、 
ある い は それ を 認め て くれ た マス ター へ の 恩返し と な る 、 と 理解 し て いる の だ 。 


本 来 の 彼女 と 変わ ら ず 、 花 が 好き で あり 、 プ レ ゼ ント と 一 緒 に 花 も 撤 き 散ら し て いる 。 


因縁 キャ ラ 
※ 歴 代 サ ンタ に つい て 
サン タオ ル タ 
偉大 な る 始祖 サン タ 。 
ご せん ぞ 。 
と て も そん け 一 。 
ジャ ン ヌ ・ ダ ルク ・ オ ル タ ・ サ ンタ ・ リ リィ 
な まえ が と て も な が い 。 
か わい い 。 
アル テラ ・ ザ ・ サ ン 〔 タ 〕 
いつ も も ふも の 羊 を 連れ て いる 。 
いい な ーー。 
ケツ ァ ル ・ コ アト ル 〔 サ ンタ 〕 
سی‎ クリ スマ ス で は な い の で は ? 
ナイ チン ゲー ル 〔 サ ンタ )〕 
すご い 、 と て も サン タ み に あふ れ て いる 。 
で も 、 じ ゅ うだ ん の よう に お くす り を ば ら ま く 。 
こわ い 。 
カル ナ 〔 サ ンタ )〕 
ぼく し ん ぐ …… せ い ば ー? 
お も いこ み が ち ょ っ と は げ し いと お も う 。 
マル タ (HIS) 
すご く …… す ご く サ ンタ ! 
キッ チン も すご い 。 
エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー (クリ スマ ス ) 
わた し て き に は 、 先 々 代 の サン タ さ ん 。 
と て も えら い 。 か し こい 。 
鈴鹿 御前 【 サ ンタ 〕 
先代 の サン タ さ ん 。 
と て も え …… え らい ! げん き 。 
で も や っ ぱり と て も え …… え い 、 え い 、 お 一 ! 
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Herr" 版 二 


‘CHARACTER Profile 


うこ と で 後ろ 姿 が 可愛 い デ ザイ ン を 目 
う フ ォ ル ム に な る よう 心がけ まし た 。 実 
ン も 多め で す が 、 直接 表情 パリ エー ショ ン を 見 て 頂 


| アー ケー ド 版 の 場合 プレ イヤ ー の 目 に 入る の は ほとん どの | 
キャ ラ が 3D モ デル で 動き も 早い で すか ら 他 の キ 
ザイ ン し て きた フラ ン よ り も 表情 も 明る く バ パリ エー シ 
も な か っ た の で お 披露 目 で き て 嬉し いで す 


amm y ہج‎ 
ラー ヴァ ン テ 
9352 アル ター エゴ EAS, 无 
EJ メソ ポタ ミア 神話 Bas = ` 

身長 少女 休 140877 NN EER ES 
虚数 の 海 」 に お いて 体重 は 測定 で きま な い が 、 ア ルター エゴ で ある は 体 
+ さ れ て いる の は 角 の 重 さ 本 人 曰く 「 ス コシ ダケ オモ タイ ] 


N 


奈須 きのこ キャ ラフ ター デザ イン : 山中 虎 鉄 - de سے‎ 


2 Hi ん 一 A, 一 ۹ 
ATIY am A} 
° 獣 の 権能 :C 8 
対人 類 、 と も 呼ば れる スキ ル 。 
| AR RE な ん で あろ うと "母胎 "か ら 生ま れ た も の に 対し て 特攻 性 能 を 発揮 する 
U) 


幼体 で の る こと か ら 成 体 た り ラン ク は 下がっ て いる 。 


ART = ーーー セ ーー デ EZ ーー ニー 王 、 ニ ドニ ーー ニー ニー ニー 王 


FAIR : D 

単体 で 現世 に 現れ る スキ ル 。 
幼体 で あり 、 ま た 、 自 ら の 意志 で 海 か ら 陸 に 上 が っ た こと で ラン ク が 下がっ て いる 。 m | 
独力 で 現 界 は 可能 で は ある が 、 極 力 、 マ スタ ー の 魔力 を 必要 と する (欲し が る )。 N 
کرٹ ود کش‎ NN 


Zr — アデ ーー テー == 
自己 改造 :EX cen een 

黒い 生命 の 海 を 用 いて 自分 の 霊 基 を 作り 替え る 
通常 の 霊 基 状態 か ら 、 全 長 60 メ ー ト ル を 超す 竜 体 に 成長 する 。 
竜 体 に な つた ティ アマ ト は ラン ク A++ 以 下 の 攻撃 を 無効 化す る が 、 幼 体 で は 竜 体 の 維持 は ほん の 数 分 の み と な る 。 


女神 の 神格 :EX ۳۲ a 
REDE CBS 1 PV NEMA. BSD IICUCRBAD [女神 の 神橋] を 持っ て いる 。 
ーー つの 神 語 体系 に お ける [女神 ! た ちの 金 型 と も 言え る 存在 が 、 美しく な い は ず が な い 。 


幼児 退行 A 

「 創 世 の 母 」 か ら 創世 の 娘 ] に な っ た こと で 、「 ス キル ・ 自 己 封 E] は この スキ ル に 変化 し 
強大 な 力 を 失っ た か わり に 、「 自 分 は も う 、 人 類 に は 不要 な も の 」 と し て 張り 付け て いた 自 縛 の 柳 は な く な っ た 。 

子供 に 戻っ て は いる が 、 根底 に ある 「 す べ て の 生命 の 母 』 と いう 方 向 性 は 変わ っ つて は いな い 。 子供 な の で マス ター に 甘え 
て くる が 、 そ の 十 倍 、 マ スタ ー を 甘やかす 。 

キン グ プ ロ テア の [幼児 退行 』 は 『 成 長 (FÊ) LT LAT CBB NP に 変換 し て 元 に 戻る ] も の だ が 、 テ ィ ア マト 幼体 
は 常時 スキ ル が 機能 し て いる た め 、 霊 基 の 成長 は な いか わり に 、 た だ 息 を し て いる だ け で NP を 導 得 し て いる 。 

パッ シブ スキ ル 。NP 自動 チャ ー ジ (アヴェ ンジ ャ ー の 自己 回 復 よ り 上 の も の ) 


=> > 
8520:8 سس سس سے و‎ 
52 (地 球 ) 志 を 宿 し た も の 、 あ る い は 、 星 の 力 その も の で ある 知性 体 に 宿 


人 間 で 言う [AR] の 地球 版 で お る 。 
視界 に 入る 対象 (全体 ) の クリ ティ カル と あら ゆる 回 復 行 為 を 完全 に 封印 する 。 (3 ター ン ) 


自身 の 攻撃 力 、 魔 力 属性 を 変化 させ 、 強 い 呪 い を 付与 する 。 


ATEON: A 4000 

「 ス キル ・ 生 命 の : 、 痛 成 に 依っ た も の 。 
リ チ ャ ー ジ タ イム が 驚く ほど 短い 。( ス キル マッ クス で 2 ター ン ) 

パー ティ 全員 の 体力 と 麻 力 、 宝 具 を 増強 させ る が 、 テ ィ ア マト 自身 の 魔力 を 激しく 消費 する 。 


毅 き 仔 よ 、 創 世 の 理 に 抗 え 


1-99 100.۸ 


ナン ム ・ ド ゥ ルアン キ 。 

一 時 的 に 『 生 命 の 海 ] に 戻り 、 音 体 圭 大 と し て 顕現 、 そ の 巨体 で 敵 を 粉砕 する 、 極 め て 単純 ・ 物 理 的 な 攻撃 宝 具 。 

シー クエ ンス と し て は 、 

1. テ ィ ア マト 幼体 の 足下 か ら 黒 い 海 が 広がり 、 幼 体 は 海 に 没 す る 。 

2. 黒 い 海 の 中 か ら テ ィ ア マト 竜 体 が 出現 。 地平 線 の 向こう に 現れ る る @ ジ ラ 、 み た いな 。 

3.7477 FEE. AIBA. 地平 線 の 向こう か ら 放 た れる な ん か すご い ビ ー ム 。 

と に か が く 全 力 を で し きる た め 、 そ の 後 は ひたすら 甘え ん 坊 モー ド に な り 、 マ スタ ー に 甲斐 甲斐 し く 世話 を され な いと 拓 
ね て し まう 。 

キン グ プ ロ テア の 宝 具 シー クエ ンス に 近い が 、 そ も そ も キ ング プロ テア が ティ アマ ト の パク リ な の で ある 。 


(少女 体 は ) わた し / (大 人 体 は ) ワタ シ 

性 格 (少女 体 ) 

外 向 的 、 受 动 的 。 

其 本 的 に 人 類 は 嫌い (単に 不満 ・ 文 句 を 言い た い だ け ) な の で 「 ム ッ 』 と し た 顔 を し て いる が 、 そ れ は それ と し て 人 類 は 
絶対 に 守護 する 、 と いう 強い 意志 を 持つ 謎 の 幼女 キャ ラ 。 

ツー ン と し て いる が 、 そ れ は 創世 の 母 と し て 、 人 類 に ダメ 出し し な く て は な ら な い ] と いう 気 位 の 高 さ ・ 立 ち 位置 か ら 。 
幼体 に な っ た こと で [生命 の 母 』 と し て の 包容 力 は 薄れ て いる が 、 そ の 人 性格 骨子 ・ 行 動 理念 は 変わ っ て いな い 。 BIB. TA 
間 を 守り 、 育 て 、 愛 する 母性 。 

少女 に し て 母親 。 (年 下 の 少女 、 育 ちの いい お 嬢 様 風 だ が 、 母 親 味 が あり ) 

繊細 に し て 無垢 。 (母親 の よう に 思慮 深い が 、 少女 の よう に 純真) 


性 格 (成 人 体 ) 


内 向 的 ' 行动 的 

圭 基 第 三 に な る と [ 気 位 の 高 さ 」「 ツ ー ン と し た 態度 」 は ほぼ な く な り 、 ひ た すら マス ター を 甘やかす 世話 焼き モー ド に 
な る 。 

母性 が 強く な り 、「 お 母さん 嫌い ] と 言わ れる こと を 怖がる た めか 、 ダ メ な お 姉さん 風味 が 強く な る 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
自分 を 倒し た 2017 年 の 人 類 が ビー スト VMI に よっ て 減 ぼ され よう と し て いる 事態 に 我慢 で きず 、 幼 体 と し て 現れ た お 助 
け キ ャ ラ 。 
ティ アマ ト は 「 自 ら を リセ ッ ト し 、 新 生 し た 場合 の 分 身 を 作り だ し 、 そ れ を ピー スト VM が 運営 し て いる 「 ア ー ケ ー ド 世 
界 ] に 送り 出し た の だ 。 
な の で 、 一 度 人 類 に 敗れ た 記憶 も は っ きり 持っ て いる 。 
いつ も 不機嫌 そう な の は その 屈辱 と 痛み を 覚え て いる か ら だ が 、 そ ん な こと より [人類 を 守り た い | と いう 愛情 が 大 きす 
ぎる 神霊 サー ヴァ ント 。 


> BABI 

基本 は カタ コト 言葉 。 

少女 の と き は 尊大 だ が 、 大 人 の と き は 弱気 に な る 。 
「 の わた し は 、 テ ィ ア マト 。 お まえ の サー ヴァ ント 、 だ ぞ ] (少女 時 ) 
IDI, ティ アマ トー アオ タ ノ 、 サー ヴァ シト …… デ ス ] OAR) 
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スカ ー ト 布 の 一 部 だ けが 長く 、 


IM | 
ルー プ 状 に な つて いま す 。 77 | جم‎ e 
AN) | y ; 
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ガラ ス 球 は 水 が 詰 まっ て いま す 。 
金属 の 鞭 型 か ら 鎖 が 伸び 、 
バッ グ の よう に 肩 に か け て いま す 。 
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omment trom Illustrator ーー 


・ 第 一 形態 歩き 難 そ うな ヒー ル に は 偶 路 目 の よう な シル エッ ト を 意識 し て いま す 。 ば き ば き と 上 自重 で 折れ 曲がる 直線 

の 面 と 袖 か ら 垂れ る 柔らか い ラ イン で パラ ンス を 取 ろ うと 考え まし た 。 白い 仔 山 羊 + 小 鳥 の 羽 の よう な イメ ー ジ で す 。 

・ 第 一 形態 オリ ジ ダ ナ ル テ ィ ア マト の カラ ー リ ング と モチ ー フ で 再 構成 し て み ま し た 。 ち ょ っ と や ん ちゃ な イメ ー ジ で す 。 
きら めき 、 命 を 育 お 温か な 海 の 水 の 化身 と し て の 姿 。 ガ ラス 瓶 に 詰まっ て いる の は 海水 で す 。 HP 
か な 春色 を し た カー ディ ガン や リボ ン 状 の 布 を 纏っ て いま す 。 (山中 虎 鉄 ) 


سے 


| n. ー 
設定 作成 : 奈須 きのこ キャ ラフ ター デザ イン : ワダ アル コ 


CV: 丹下 
= 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order Arcade. Fate/Grand Order 


単体 で 現世 に 現れ る スキ ル 
ビー スト は 二 


ネガ ・ メ サイ ヤ : EX 


BORE C one 
ビー スト MI が 持つ 固有 スキ ル が 劣化 し た も の 。 
自ら に 刻む お 、666 の 「 獣 の 数 字 |。 
自身 に 6 ター ン に 百 る NP 獲得 、6 回 の クリ ティ カル ダメ ー ジ +、6 回 の ダメ ー ジ カッ ト を 付加 する 。 


= = エー a ーー 一 


七 つ の 獣 冠 : て 
黙示 録 の 獣 、 神 を 置 流す る も の 、 都 市 を 破壊 する も の を 表す 角 。 

七 つ の 王 冠 に 対応 し 、 そ れ ぞ れ 固 有 の 能力 を 向上 させ る 。 

ー つ 一 つの パフ 効果 は 低い が 、 こ の パフ は 使え ば 使う ほど 後半 の パフ 威力 が 向上 し て いく 。 
七 つ 目 の パフ は 破格 の 威力 と な る だ ろう 。 


7 ہے‎ ーー = m nn ج‎ 
ーッ \ 
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E, 4 A HE. ZU Atlas CHS 2279272387 7 REL DRENA. 

敵 全体 の チャ ー ジ を 増加 させ る が 、 そ の 代償 と し て HP を 半減 させ る 。 


宝 具 


| 抱き 融 す 黄金 劇場 


EPE AD وس دہ‎ 1~30 BER | 


ベイ パロ ン ・ ド ム ス ・ ア ウレ ア 。 

ネロ の ドム ス ア ウレ ア の ビー スト Ver.。 

捕捉 人 数 が 七 人 な の は 七 ク ラス を 相手 に する 、 と いう 意味 。 
相手 を 黄金 劇場 に 閉じ 込め た 後 、 黄 金 劇場 ご と 粉砕 する 。 


RR ہوا‎ BEA アレ ノ ソ レ 


) 性 格 
冷酷 な 女王 。 いつ も 不機嫌 。 
暴君 で は ある が 、 規 律 を 乱 し た り 、 契 約 を 破っ た りす る こと は な い 。 本 人 の 生 真 面目 さ 故 で ある 。 
万 全 時 は 人 間 の 堕落 を 味わっ て PU) と 満 定 げに 笑う と きも ある が 、 幼体 の ソドム ズ ビ ー ス ト は 人 間 の 堕落 を 見 て も 
気持 ち は 晴れ ず 、 満 定 す る こと は な い 。 
堕落 を 撤 き 散ら す ビ ピー スト VM の 幼体 で ぢ りな が ら 、 
汚濁 を 嫌い 、 怠 情 を 嫌い 、 
無駄 を 嫌い (無駄 な 抵抗 を され る の も 嫌い な の で 、 結 果 的 に 戦い も 嫌っ て いる ) 
情熱 を 敵視 し て いる 。 ( 英 視 し て いる だ け で 嫌い で は な い ) 
決し て 表 に は 出さ な い が 、 その 内 心 で % を 振り 払い 、 小さ べく と も 確か な 光明 | に な る 人 間 | の 出現 を 待ち 焦 が れ て いる 。 
究極 の クー ル ハ ー ド ・ ツ ン デ レ 、 た だ し デレ は 絶対 に 見 せな い 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
アル ター エゴ と し て 転生 し た ネロ ビー スト 。 
ビー スト VW と し て 返り 咲く 気 は な い が 、 自 分 を 滅ぼし た 人 間 の 行く 末 (それ が 破滅 に し ろ 、 栄光 に し ろ ) を 見 届け る た め 
に 居 残 っ て いる 。 
よう は 責任 感 が 強い の で ある 。 
台詞 例 
「 災 万 は 海 より 来 た る 見 る が よい 。 こ れ が 寅 様 ら の 繁栄 の 答え 。 地 に 富 を 築き 上 げた 、 欲 望 の 未 路 で ある 」 
「 余 は お まえ た ち に 何 も 期 待 し て お ら ぬ 。 無様 に 果て よ 」 
「 余 に 意見 を 求め る な 。" 死 ね "と し か 言わ ぬ ] 
「 無 駄 な 戦い を させ る な 。 無駄 な 行為 を 見 せる な 。 頭痛 が する ] 
F 今 の は いい 悲鳴 だ っ た な 。 舌 が 濡れ た ぞ ?」 


ORE 
と ある 並行 世界 に お いて 、 数 多 の 並行 世界 に 存在 する カル デア に よっ て 倒さ れ た 第 六 の 獣 。 そ の 片 角 。 
BE] の 理 より 生ま れ た も の 。 

その 時 代 に お いて 最高 話 の 域 まで 繁栄 し た 都市 が 府 敗 し た と き 、 そ の 悪性 を 味わう た め に 現れ る と いう 。 
その 名 を ソドム ズ ビ ー ス ト 。 

新約 聖書 に お いて パピ ビ ロン を 滅ぼし た 獣 で ある 。 
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Comment trom Illustrator 
VIER ピー スト と し て 邪悪 さ は も ちろ ん 必要 だ けれ ども 幼体 と いう こと で か わい くも あっ て ほし く … あ れ も ほ 
a 


し く こ れ も ほ し く …。 頭痛 が シャ レ に な らん くら い 酷 く て 、 鱗 の 皮膚 は 痛み 、 楽 し いこ と な ん か 何 に も な い 。 で も 表情 a 
に は 出さ ず 、 玉 座 で ずっ と 面 え 続 け て る 小さ い 小 さい ネロ の イメ ー ジ で 描き まし た 。 堂々 た る 立ち 居 で は あっ て ほし か 

っ た の で 要素 と し て は 抜き まし た が 、 も うち ょ っ と 痛々 し くし て も よかっ た か な と 思い ます 。 衣装 は あか いい な づま 
UPDATED GS Y (ワダ アル コ ) 
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BP SMS FAME 
鎖 と 宝石 な の で す が 、 
炉 雑 に な る か と 思い 取り 除き まし た 。 


全 体 加 | 
仕上 げ で は 角 に 
パー ス が か か り ま す 。 

A 
7 


角 の 生え 際 

本 来 人 間 古 の ある 部 分 か ら 
狼 耳 の 下 に か け て 

根本 が あり ます 。 
表面 に も 毛 が 生 えて お り 、 
EICHE. RESET 
隠れ て いま す 。 


角 断 面 
魚の 開き の よう に な つて いま す 。 


禄 元 を ファ ー が 包ん で いま す 。 


タマ モ 違 キツ ネ と 比べ て 耳 は 厚く 、 
毛 は モフモフ し て いま す が 


こわ つい た 硬い 質感 を イメ ー ジ し て いま す 。 ۱ A 
O 2879677 LRRD 


間 に か か つて いま す 。 平たい 角 の スリ ッ ト や 表面 か ら 
毛 の 束 が 生え て いま す 。 


布 帥 り カチ ュー シャ 状 に な つて いま す . 
ペー ル が 繋が つて いま す 。 


溶け た アイ ス が 
コー ン に 乗る よう な 
形状 


曲げ た 金属 板 が 
胸 と 助 旬 に へ ば りつ 
形 で 装着 し て いま す 。 


赤 と 例 色 の ラメ が 入る 
MBNIDI-YvABRP 1x19 


、 角 の 外側 に は 
煙 ・ 黒 泥 な ど 満 が 刻ま れ 、 7 つの 角 が ある 人 金属 得 で す 。 
演出 液体 が 伝 う よ う に 

な っ つて いま す 。 


布 飾り 設定 


レー ス と ビ ロ ウ ド 生 地 で 出来 た 
リボ ン 状 の 布 飾り で す 。 

耳 の 後ろ と 三 つ 編 み の 間 に 
固定 し て あり ます 。 


肌 は 不健康 に 血色 が 悪く 、 気 怠 い 面 差し に 瞳 だ けが 粒々 と し て いま す 。 表情 差分 と し て 、 ア ルト リア 族 に は 決し て 無い 
PERES ICMAT [ROORBR. MR TER, (BU. MR の 角 を 強く 意識 し まし た 。 胸 を 押し 上 げ る 鎧 に は 雌 狼 の 
乳房 が つい て いま す 。 股 体 と 毛皮 を 染め 上 げ る 朱 は 、 ビ ー ス ト M の 苗 元 か ら 発生 し て いま す 。 EMSS LONI, 
硫黄 の 黄 や 、 日 本 の 遊女 の 「 笹 紅 ] を 連想 させ る よう な 縁 金 を 差し まし た 。 (山中 虎 鉄 ) 


| 魔神 柱 フ ォ ル ネ ゥ ス | 欄 中 身 


黒い 髪の毛 の か た まり 状 の 魔神 柱 ナ ベリ ウス 
物体 の 周囲 に 、 BENS TUS 


イメ ー ジ 


所 々 か ら ガ ス が 噴出 、 
も し く は 帯状 の エフ ェクト が 
た な び い て いる 。 


血 が こ ご つ た よう な 
HERDER 
内 部 に や や 透け 感 


これ 単体 は 曲がら ず 、 
煙 状 の 本 体 を 
南京 玉 す だ れ 状 に 
包ん で いる 。 


眼球 


R~ RB (通常 ネロ の 暗色 ) 
の グラ テー ショ ン 

本 体 ネ ロ を 帥 り た て る 
宝石 を イメ ー ジ 。 


多 色 の ツヤ 、 


ا 


瞳 乳 が 丸く 拡大 し た り 
細く な る な ど 


(ラス ト ア ンコ ー ル 
ウエ ダ ハ ジ メ 氏 
デザ イン の 


ネロ と 言え ば 
ER, 
今 ま で な い 色 で 
RER 


その 中 央 か ら 
魔神 柱 が つぼ み を 
押し 破 つて 出現 。 
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う 


ーー 形態 の 目玉 トゲ が 
枯れ る よう に し て 中 か ら 
龍 の 尻尾 が 現れ る 、 と い 
イメ ー ツ で す 
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a 
第 三 形态 (狮子 颜 ) 
第 二 と 第 三 携帯 の 間 


模様 や 隆起 が 
金色 の ミソ に 沿っ て まだ 大 雑 把 
隆起 し た コブ が 
4 つ に バッ クリ 裂け た 
よう な イメ ー ジ 


OOBARAS 


رظ 


で 名 角度 で 動い て も 

怪し く て 歯 の 長 さ 等 、 

Mi 3D で 作り や すい よう 
バラ ンス 調整 を 
お 願い いた し ます 。 

à お 手数 お か けし ます 。 
\ “y 
S , 


歯 も 触手 つぼ ぽく 
バラ バラ に 動く と か 


クチ バシ 


AYY ٣ہ‎ 
生え て いま す 


皮膚 の 表面 Su 
NOE ` 
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と いう 気持 ち 悪さ を 

イメ ー ジ し て いま す 
| 反対 側 (③④) も 

同じ テ ザ イ ン で す 


未 使用 デザ イン 


魔神 柱状 の 柱 が 

「 魔 神 柱 が し な い 」 
挙動 変化 を する こと で 
恐怖 感 が 演出 で きる と 
思い ます 。 


先端 が 開く 


| クラス ライ ター EA El 
海底 一 万 マイ ル ( 海 底 二 万 里 、 、 旧約 聖書 (創世 | 


EE イン ド 、 ×× Er EN 76m EX 6٤ 
EE Ei Ec Ec Es ۸۰+ 


設定 作成 : 星空 め て お ・ 奈 須 き の こ 
CV: 花 守 ゆ みり 


キャ ラフ ター デザ イン : BE 


Í 主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order Arcade 


クラ スス キ /。。 
騎乗 A 


BROTH. 獣 で ある の な ら ば 幻 獣 ・ 神 獣 の も の まで 乗り こなせ る 。 
た だ し 、 竜 種 は 該当 し な い 


神 性 :B 
ノア は 神霊 で は な いも の の 、 主 に 選ば れ た 仁 賢 と し て 高い 神 性 を 持つ 。 


ーー ー 


AN EEE eo 


対 魔力 :B 
湊 く 石 に よる 加護 、 そ し て 悪 を 許さ な い 心 に よっ て 、 強い 対 魔力 を 得 て い る 。 
た だ し 酒 に は と て も 弱い 。 酒 に まつ わる 魔術 に ご ) 


ーー 
単独 行動 : EX A 7 
TAI SORA TO UES 0ھ جا‎ SHEN. 
230 日 も の 問 、 地 か ら 散 れ 箱 肌 で 漂流 し 続け た ノア の 尋 机 と 信仰 は 、 破 格 の 単独 行動 スキ ル に 昇華 され て いる 。 و‎ 
MOT ےج‎ 49 Wan vi Wf 
EE ۱ I 1 ۰ we 4 | N 1 
保有 スキ ルリ N 
HOMES: B 


船長 で ある ネモ と し て の スキ ル 。 ーー | 


ノア は 船長 で は な く 箱 船 を 操 能 し て いな いた め 、 こ の スキ ル に ノア の 力 は 加わ っ て は いな い 、。 


善良 な 人 間 と し て 主 に 選ば れ た ノア と し て の スキ ル 。 
ーー つの 宗教 人 観 に 狗 じ た 者 の み が 持つ 。 


本 来 、 こ の スキ ル に は 最高 存在 か ら の 恩恵 は な い の だ が 、 ノ ア は 実際 に 多く の 恩恵 を 受け て いる 。 まさ に 特例 で ある 。 


PI LOFRCHSBERIMCE, 
だ が 、 悪 に 決ま ら ず 、 地 を 育み 、 EMM SERS S/ POMMIIGL TERMS, حر‎ [人 類 の 太 祖 に 相応 し い ] 
力 を 湧き 上 が ら せ る 。 


0799 A Sse 


ノア ズ ・ ア ー ク 。 あ る い は 、 ダ アト ・ ノ アズ ・ ア 」 

猛烈 な 荒天 と 、 押 し 寄せ る 7 یہ سو‎ 

すべ て が 水没 後 、 潜 水 艦 の よう に 箱 船 が 水面 に 浮上 し 、 

ノア の も と に オリ ー ブ の 枝 を くわ えた 鳩 が 戻り 、 晴 天 に は 契約 の 証 の 虹 が か か る 。 
動物 た ち も 大 喜び 。 


グレ ー ト ラム ・ ノ ァ ズ ・ ア ー 


再 創世 の 試練 


グレ ー ト ラム ・ ア アズ ・ ア ー ク 。 
RVOE RR. 


TOY IMITAN NENA, 2371 RUENSERIS VE تا‎ ۷7-8227600 AEG, 
その 腕 先 に 一 体 化し 雷電 を 帯び た ノー チラ ス 号 の ドリ ル ア タ ッ ク 。 さらに 猛獣 、 猛 高 た ち が 追撃 を 果たす 。 


大 人 に な っ た ネモ 。 

クー ル な 口調 、 仕 草 、 反 応 は 「FateGO」 の 頃 と 何 も 変わ ら な い 。 
と いう か 、 お あの 性 格 の まま 、 肉 体 が 青年 に は な つて いる だ け 。 
一 見 する と 冷た い 対 応 LE) 5. BFO 「 今 の 気持 ち ] より 「 こ の 後に くる 状況 へ の 対応 | を よく 考慮 し た 上 で 行わ れ 
る 、 厳 し い 優 し さか らく る も の 。 
ネモ 船長 は 忍耐 と 執着 の 人 で も ある の で 、 心 を 許し た 相手 へ の 執着 は と て も 強い 。( か まっ て ちゃ ん で あり 、 か まっ て も 
SARLIEMHBETHT) 


これ に プラ ス し て 、 ノ ア と 融合 し て いる 事 か ら 
・ お 洒 に 弱く な っ た くせ に 、 お 洒 を 飲み た が る 。 そ し て 脱ぐ 。 
・ 動 物 へ の 距離 感 が 近く な っ て 、 動 物 た ち に う ざ が られ る 。 
・ 無 意識 に マス ター と ペア も の を ほし が り ま くる 。 
・ な ん か 色っぽ さ が ま し た 。 
と いっ た 要素 が プラ ス 。 も う 手 が 付け られ な い 。 
ノア 
誠実 で 温和 。 若者 に 見 える が 精神 年 齢 的 に は 600 歳 。 
大 義 の た め と あれ ば 、 大 き な 犠 牲 に も 目 を つぶり 、 超人 的 な 働き を する 。 
自分 は た だ 神 に 選ば れ た だ け の 農夫 に 過ぎ な い 、 と 自 喘 する こと も ある 。 
お 洒 に 弱く 、 すぐ 脱ぐ 。 
寝相 が あま り に 色っぽ い の で 周囲 の 苦労 が 絶え な い 。 
動物 た ち に フレ ンド リー に 接する が 、 よ く 機 謙 を そこ ね て 襲わ れ て いる 。 
セー ター で も マグ カッ プ で も 、 な ん で も ペア で な いと 気 が 済 まな い 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
ネモ 胎 長 と し て ある 時 は クー ル に 、 冷 静 に マス ター を 導く 軍人 教官 
厳し く 、 時 に 甲斐 甲斐 し く 、 マ スタ ー の 戦術 と 生活 を 指導 する 。 
青年 に 成長 し て いる た め 、 根 底 に ある 寂し が り 屋 な 部 分 は 滅多 な 事 で は 表 に 出る コト は な い 。 
ノア を 坦 敬 し て いる た め 、 ノ ア 時 の 行動 に 関し て は あく まで 黙秘 を 買 く 。 


ノア と し て ある 時 は 涼やか に 、 つ ね に 余裕 を 持っ て マス ター と 共に ある 友人 。 
温か く 、 時 に うっ と うし く 、 マ スタ ー の 人 生 を 見 守っ た り 介 入 し た りす る 。 
普段 の ネモ で は し な い 事 (で き な い 事 ) を や っ て くる 。 


ネモ 船長 に 憧れ て いる (船長 、 か っ こい い !) た め 、 キ ャ プ テ ン ・ ネ モ と 名 乗れ る 事 を 喜ん で いる 。 


7 7 7 PFET 


名 前 呼び 捨て ) BEARS (彼女 ) / み ん な OOO/ マ スタ ー 


Kr =< Ss 
A N í = 
۱ / ES a 

y JE 


IFGOACI [cast AMHR 

「 グ ラン ドラ イダ ー』 と し て 召喚 され た [KN ORE. 

本 来 な ら ば 第 七 ノ 模 位 特異 点 を 攻略 する た め グ ラン ドラ イダ ー で ある [PI が 召喚 され る は ず だ っ た が 、 ビ ー ス ト M の f 
妨害 に より ノア 単体 の 召喚 は か な わ ず 、 あ る 功績 か ら TRE + NU NA] と し て 英霊 の 座 に 登録 され た 英霊 が 体 を 差し 出 「 
FTE CRE US CAR, > 
GLB, JIL: DIFP TEDRE 9ت ا5ج 37ا2 ا دقاللصیاوے+اوزم تھے‎ -7-. 
BER—-EZES<SET 「 大 人 に な っ た ネモ ・ ト リト ン 」 راد‎ [RESP] の 要素 は 表 に 出 て いな い 。 
霊 基 第 三 に な る と ノア の 性格 ・ 性 質 と 完全 に 融合 し た 「 ネ モ ・ ノ ア ] と な る 。 


また 、 シ オン に よる 召喚 で は な いた め 、 分 割 思考 に よる 分 隊 は 存在 し な い 。 
通常 は ネモ と し て 行動 し 、 人 理 救済 の た め の 決戦 な ど で 本 気 に な る 時 、 自 ら の 意思 と 判断 で 「 ノ ア ・ モ ー ド ] を 起動 し 、 
や た ら キ ラキ ラ し た ネモ に な る 。 

ネモ と し て 

成 熱 し た 精神 を 持つ 、 大 人 の ネモ 。 

基本 は FGO 版 キャ プ テ ン と 同じ 。 孤高 と 気 高 い 振る 舞い を 好む 。 

故国 と 妻子 を 礁 い 去っ た 侵略 者 イギリス へ の 強烈 な 復讐 心 は 心 の 興 底 に ある が 、 ノ ア の 性 質 に よっ て 理性 的 に 抑え られ 
て いる 。 

英哉 ノア と し て uns 
ノア は 「 神 に 従順 な 義人 で あり 、 全 き 人 ] で ある 。 f 
本 来 で お れ ば グラ ンド ライ ダー と し て 強い 自覚 を 持ち 、 人 理 救済 の た め 適 進 する 。 

具体 的 に は な に か と ノア を こき 使う 抑止 力 か ら の 働き か け を 、 神 の 預言 と 同質 の 正義 と みな し 、 使 命 を 果たそ うと する 。 
し か し な が ら 、 自 分 と 家族 だ け を 箱 妥 に 乗せ 、 他 すべ て の 堕落 し た 人 間 を 見 殺し に し た こと を 心 の 深い 場所 で ひそ か に 

BUTUS ( 神 すら も 行い を 悔い て 、 も うし な いと 話 っ た の だ か ら ) 。 


以上 の 要素 の 影響 た 、 ネ モ は 深層 意識 で 受け て いる 。 AN 
結論 と し て は 「 善 な る 使命 を 全う し 、 人 命 救 助 に 命 を か ける ] いつ も の ネモ と 変わ り は し な い の だ が 、 微妙 に その 在り 方 
は 異な っ て いる 。 


ネモ ・ ト リト ン の 場合 、 トリ トン が (か っ こい い ) キャ プ テ ン ・ ネ モ に 憧れ て いる の で 、 結果 と し て ネモ も キリ ッ と し た / 
船長 に な っ て いる 。 (海底 一 万 嘩 の 頃 の ネモ より 素直 に な っ て いる 。 偏屈 で は な い ) 


ネモ ・ ノ ア の 場合 、 ノ ア の 後悔 が あめ まり に も 強い た め 、 自 分 の 復讐 心 や 怒り を 押し 殺し て 、( ノ ア の た め に も ) 人 命 救助 
に 全力 を 尽く す 、 正 義 の 船長 に な っ て いる 。 


e 仮に ノア が ひと り の 英霊 と し て 召喚 され 、 ネ モ が この サポ ー ト に まわ っ て いた 場合 、 HEEDAVHTURET SS 
進 的 に 使命 を 果たそ うと する ノア を 、 逆 に ネモ が 諫 め 、 慰 め る か た ち に な っ た だ ろう 。 


ノア の 略歴 
アダ ム か ら 10 代 目 の 神 の 子 。 
ユダ ヤ の 伝承 に お いて 、 ア ダム か ら ノ ア ま で は 、 年齢 900 歳 を 超え る きわ め て 長い 寿命 を 持つ “ 太 祖 "と 呼ば れる 。 
悪 に 染まり 堕落 し た 人 間 の 行い を 嘆く 神 の 預言 を 聞い た ノア は 、 言 われ る まま に 箱 船 を 建造 し 、 あ ら ゆ る 鳥 と 獣 を 一 つ 
が い ず つ 、 そ し て 自分 の 家族 ( 妻 と 三 人 の 息子 と その 妻たち ) を 船 へ と 乗せ た 。 
箱 帝 は 名 前 の 通り 箱 型 を し て お り 、 一 説 で は 長 さ 135m X 幅 23m メ 高 さ 14m。 操船 は 出来 ず 、 洪 水 で 漂い だ し て か ら 
は 行き 先 を 神 に 委ね る し か な か つた 。 
40 日 間 続 いた 市 で 陸 は 沈み 、 す べ て の 生き 物 は 滅ん だ 。150 日 の 漂流 の 後に よう や く 水 が 引き 始め 、 箱 船 は アラ ラ ト 山 
頂 に 留まる 。 さら に 40 日 後に 、 ノ ア は カラ ス と 鳩 を 放つ て 陸地 の 存在 を 確か め た 。 
ノア の 子孫 は 新た な 文明 を 築き 、 す べ て の 人 間 の 始祖 と な っ た 。 


SPORE 
ES ・「 ノ ア 」 は へ プラ イ 語 で [慰め を 意味 する 。 

・『 ゾ ハー ル EDEN) ] と いう 輝く 石 を 祖先 か ら 受け 継い で いる 。 

・ ル ー ズ な 面 も あり 、 箱 船 で の 錠 や り を 怠っ て 獅子 に 胃 わ れ 、 片 叫 が 不 自 由 に な っ た と も いわ れる 。 

・ 大 洪水 後 は 、 黄 荷 を 育て る 農夫 と な り 、 農 業 の 祖 と され て いる 。 

・ 箇 銘酒 を 作っ た ノア は 、 全 裸 で 泥酔 する 醒 態 を さら し 、 息 子 ハ ム に 目撃 され る 。 裸 を 見 る こと な く 衣 を か けた 他 の 兄 
弟 を 祝福 し 、 ハ ム の 子 カ ナン を 呪っ た 。 


35048072575 
00+229 NTSB 「tebah] は 「 神 の 保護 を 約束 され た 容器 ] を 意味 する 。 
° BODIE 「 ゴ フェ ル の 木 (ゴー フェ ル の 木 )」 は 他 に 聖書 内 で の 記載 が 無く 、 その 由来 は は っ つっき り し な い 。 神聖 な 木 と 
し て 崇拝 され た いと すぎ 、 あ る い は レバ ノン 杉 、 松 、 墓 な ど 諸説 ある 。 


) 因縁 キャ ラ 
T 
「 え っ 、 僕 の 息子 セム の 子孫 な の か い ? うわ …… 端 正 な 顔立ち を し て な ん て いう か パイ オレ …… ワ イル ド ぉ 。 
素手 で 石版 を た た き 割 る し 、 つ いで に 紅海 まで 割っ ちゃ うし ? いっ た い 誰 に 似 た ん だ ろう ね ? 
同じ く 子 孫 の 土師 サム ソン も 、 と て つも な い 怪 力 無双 で 名 を 馳せ た っ て 聞い た な あ 。 
そう か 一 。 思 えば メト セラ お じい ちゃ ん も か な り ア グレ ッ シ プ な 人 だ っ た か ら 、 こ れ も 血 筋 っ て いう も の 一 一 一 
(また ノア の 血筋 ジョ ー ク が 始ま っ た ね 、 と 離れ て いく 動物 た ち 。 近寄っ て くる ダビ デ ) 
レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 
「 彼 、 え えと 、 い や 彼女 ? の 隣 に 立っ た ら 、 ち ょ っ と 緊張 し て し まう だ ろう な 、 僕 は 。 
あれ だ 。 化石 の 地層 を 発見 し た 彼 が 、 残 し た 手稿 の 中 で は っ きり と ダメ 出し を し て る 件 で ね …… そ う 、 大 洪水 。 
な ぜ 山 で 海 の 化 石 が 見 つか る の か ? それ を ノア の 大 洪水 を 理由 と する の は 間違っ て いる ! っ て 、 万 能 の 天才 に 詰め 寄 
られ や し な いか と ね 。 
それ で も 彼 は 信心 深い 。 晩 年 の 頃 に は 起 像 の 大 洪水 の スケ ッ チ を 何 枚 も 描い て いる 。 彼 の 自然 観 の 中 で は 、 世 界 の 終 未 
は 聖書 の 大 洪水 の イメ ー ジ と ずっ と 結び つい て いた ん だ ね 。 洪水 談義 、 で きる か な ……」 
WD 
「-……- 不 思 議 だ な 。 ま る で 、 死 が その まま 人 の 形 を と っ て 現れ た よう な 、 恐 ろ し く て 生き た 心地 の し な い 容 貌 な の に 。 
どこ か 懐か し い 感 じ も する 。 役 は た びん 、 お 漂 は 飲ま な い だ ろ うな 。 


で も 、 何 も 食べ な いっ て こと も な い は ず だ 。 と っ て お き の ナ ツメ ヤシ で も 持っ て 訪ね て みよ うか 」 

太公望 

「( す で に 泥酔 中 ) プラ ンド 、 ふ ふっ 、 計 和 位 か あ …… ラ イダ ー も いい けど 、 畑 仕事 も と ー っ て も いい も の だ よ ? 小麦 畑 は 
明日 の 支え に 。 オリ ー ブ の 樹 は 命 を 輝 か せ る 。 そし て な に より プ ド ウ だ ! BGHHSDEBSET<KNSM SP. PUT 
いな あー プラ ンド ・ フ ァ ー マ ー。 え ー? 誰 だ い ? グラ ンド 酔っ 払い っ て ?] 
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船体 9 割 木材 ہے"‎ TE 4740 bORORD 
船底 の み 金 属 ۲ TE | = ンー( ダ アト の 位置 は ノア が : 


宝 具 展 開 時 白い 部 分 が 光っ 


塗装 は 部 分 的 に は げ て る 


光る 波 の よう に も 見 える エフ ェ タ ト 
上 下 に 波打つ と きれ いか も し れ ま せん 


還 フ リン トロ ッ ク アッ クス 前 گے‎ 5 
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カー マ (ミス テイ ン フ ) 
ee e 
ミス テイ ンク 
EEZI アー チャ ー 9-7 
Ela EICHE EI 
| گگتا‎ ٦-5 HA 136cm [EXA eske 


EC EAs Eds EM EI: EA 


設定 作成: 水瀬 葉月 ・ 奈 須 きのこ / キ ャ ラフ ター デザ イン :ReDrop 


CV: 下 屋 則子 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order Arcade 


ク プ スス キル 


| 対 魔力 :A 
A ラ ンク 以下 の 魔術 を 無効 化す る 
現代 の 魔術 師 で は 、 魔 術 で 彼女 に 傷 を つけ る こと は で き な い 。 


ہے 


HERR: C 0 

特殊 スキ ル 。 単 独 行動 の ウル トラ 上 位 版 。 堕落 の 愛 は どこ に で も 顕 れ る 可能 性 が ある 、 の だ 
サー ヴァ ント と し て の カー マ は 基本 的 に や る 気 が な い の で 奥底 に 封印 され て いる 状態 で ある が 、 
即死 耐性 | 『 精 神 異常 耐性 ! な どの 効果 は それ な り に 発揮 され る 。 

この アー ケー ド 世 界 に 召喚 され た 理由 に も 関わ つて いる と か いな いと か 、 


= = 一 一 一 xs 一 


要 神 O 神 核 :B 
生ま れ な が ら に 完成 し た 愛 の 神 で ある こと を 表す スキ ル 。「『 女 神 の 神 核 ] の 愛 の 神 版 。 

精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 精 神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー 
| を 損 取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 
کت‎ 一 方 で 、 愛 の 神 と し て の 「 愛 する と いう 行為 に 必要 な 姿 に 変じ る こと が で きる 」 と いう 特性 も この スキ ル に は 含ま れ 
て お り 、 結 局 の と ころ 「 変 わり た く な い 場 合 は 変わ ら な いし 、 変 わり た い 場 合 に は 変え られ る 」 と いう 肉体 的 ・ 外 見 的 な 
自由 度 を 象徴 する も の で も ある 。 世 の 女性 垂 洗 の スキ ル 
た だ し 現状 で は 依り 代 の 枠 を 飛び 越え て 姿 を 変化 させ る こと は で き な い 。 性 別 く らい な ら ば 、 あ る い は …… ? 
神 性 スキ ル を 含む 複合 スキ ル で も ある 。 
依り 代 を 用 いた 疑似 サー ヴァ ント で ある た め ラ ンク は B と な っ て いる 。 


カー マ の 乗 崎 は オウ ム で ある と され る 。 


d 
9 
۴ ; 
2 Ss 
À | BRIA ۲ に ۱ 
"| 人 幻 獣 ・ 神 獣 ラ ンク を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操る こと が で きる 。 
p 
17 も 


20 (8) か ら の 贈り 物 。 任意 の 味方 サー ヴァ ント か ら HP を 故 い 取り 、 回 復 す る 。 サッ キュ サキ ュ 。 
「 こ 一 ん な 可愛 い 恋 の 天使 に 応援 し て も ら え る ん で すか ら 、 
これ くら い の お 代金 は も ら っ ち ゃ っ て も いい で す よ ね ぇ ?1 


pa = 


身体 無き 者 EX 

カー マ の 別名 の 一 つ 、「 ア ナン ガ (身体 無き 者 )』」 を 示す スキ ル 。 

か つて ター ラ カ と いう 魔神 が 神々 を 苦し め て いた 。 

それ を 倒 は る の は シヴァ と パー ル ヴ ァ テ ィ ー の 子 だ け で ある と 知っ た 神々 だ っ た が 、 そ の と き シ ヴァ は 修行 に 集中 する 
あま り 、 パ ー ル ヴァ ティ ー に まっ た く 目 を 向け て いな い 状 態 で あっ た 。 こ れ に 困っ た 神々 は カー マ を 派遣 し シヴァ に 
情欲 の 矢 を 撃つ こと で 夫 婦 の 愛 を 取り 戻さ せよ うと し た 。 だ が カー マ の その 行為 に シヴァ は 激怒 し 、 第 三 の 目 を 開い て 
カー マ を 焼き 殺し て し まっ た と いう 。 

万 物 を 、 す な わ ち 宇宙 を 破壊 する 神 で ある シヴァ に 身体 を 焼 か れ た こと に よる 消滅 と 新生 。 

これ に より 、 逆 説 的 に 自ら の 神格 が 宇宙 と 同義 で ある こと を 証明 され て し まっ た カー マ は 、 o 

「 よ くわ か ん な いで すけ ど そ の あたり ぐち ゃ ぐち ゃ に し と くん で 、 適 当 に 頑張 っ て くだ さ ー い ] 


マ パー ピー ヤス : EX 

カー マ の も う 一 つの 顔 、 炉 悩 の 化身 で ある 魔王 と し て の 人 性質 を 一 時 的 に 示す スキ ル 。 
カー マ は 別名 マー ラ と 呼ば れ 、 同 一 存在 の 別 側面 で や ある と され る 。 

カー ママ ー ラ と し て 一 括り に 語ら れる こと も 。 

「 ク ラス 相性 が アサ シン に ? は て さて 一 、 ど うし て な ん で し ょ う ね ー? (に こ に こ )] 
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210. 
BET IDE 

愛 の 神 カ ー マ の 、 本 来 の 宝 具 。 表記 は 違う が 読み は 同じ 。 
カー マ が 持っ て いる 、 サ ン モ ー ハ ナ と 呼ば れる 花 の 矢 。 
刺さ っ た も の に 恋慕 の 情 を 呼び 起こ す 効 果 が ある 。 


トラ ウマ が ある た め 、 基 本 的 に 他人 の た め に は 宝 具 を 使い た が ら な い …… 
の は 同じ だ が 、 今 回 は 一 応 キ ュー ピッ ド の ふり を し て いる 以上 は 使わ む ざ る を えな い 場 面 も や ある 。 


た だ し カー マ の ね じ く れ た 性 格 、 や さ ぐ れ た 状況 か ら 、 
綺麗 な 恋 の 成就 と いう より は 、 な ん と な く (RED NRL CERES 3] 方 向 性 に ね じ 曲 が っ て 実現 され る こと が 多い 。 
本 人 は 「 あ れ も 恋 の 形 で す !」 と 悪びれ ず 育 定 し 、 こ っ そり と ほ く そ 笑 む お の で ある 。 


a 


AM 


私 (わた し ) ara BGE RE 


(真剣 な と き 、 本 気 な と き ) マス ター ノ (上 か ら 目 線 、 見 下 し て いる と き ) マス ター さん 


性 格 
アプ リ 版 と ほとん ど 変 わら な い 。 
た だ し アー ケー ド 世 界 で は (一 応 は ) 愛 の 神 の フリ を し て いる 。 
仕事 し た く な いな 一 と 思っ て いる の は 変わ ら な い が 、 そ れ を あか ら さ ま に 表 に は 出さ ず 、 
「 そ れ が あな た の 恋 の た めで す || と ニコ ニコ 誤 魔 化 そ うと する 。 
アプ リ の カー マ の よそ 行き モー ド 、 み た いな 感じ 。 
BORE (CELT >ت‎ RNHS) と いう スタ イル 。 
仕事 する 場合 は 、 お お よそ に お いて 、 対 象 を ひっ そり 堕落 させ る の が 目的 で ある 。 


も ちろ ん 本 性 は 変わ ら ず 、 
辛 天 で 供 起 感 ・ 痛 徳 感 に 満ち た 少女 。 


自己 主張 は し な いも の の 相手 の 主張 ・ 権 利 を 一 切 認 め ず 、 貞 激 で は ある が 淫 薄 か つ 焦 欲 か つ 冷 酷 で 、 愛 の た め な ら ど こ 


まで も 残忍 に な れる 魔 の 女 。 


動機 ・ マ スタ ー へ の 態度 
うっ か り 間 違え て 別 の カル デア に 来 て し まっ た カー マ で ある た め 、 
聖 本 に か ける 願い は 特に な い 。 


来 て し まっ た も の は 仕方 が な い の で 、 正 体 が ば が れ て いな い (?) の を 幸い 、 
まっ と うな 愛 の 神 ( 恋 の 天使 ) の ふり を し な が ら で き る だ け 仕 事 を サボ りつ つ 、 
同じ 顔 を し た カル デア の マス ター を 腹いせ に 堕落 させ よう と する 。 


だ が あま り に も 容易 に 親密 度 が 上 が っ て いく の で 、 
WIT 何 コレ …… 怖 ……] と 赤面 し た り 挙 動 不審 に な っ て し まっ た りす る カー マ ち ゃ ん で あっ た 。 


[あの 人 と の 相性 の 相談 で すか ? いい ん じゃ な いで す ? 知り ませ ん けど ] 
「 マ スタ ー さ ん は 特別 で す よ 。 意 中 の 人 と か いな いん で すか ? 
頼ん で くれ れ ば 、 ぜ ー ん ぷ お 膳 立て し て あげ ます よ ぉ 7 

何 も し な いで も 、 ESO را‎ = BE, ای‎ - 172701 Occ? 
「 愛 の 神 が 誘い まし ょ う 。 

その 胸 の 軸 に ある 、 甘 く 危 険 な 熱情 を 。 

カー マ ・ サ ン モ ー ハ ナ ! ھت‎ BELEPAD] 

「 私 は 愛 の 神 で す 。 愛 、 最 高 ! 

私 は 愛 の 神 で す 。 愛 、 最 高 ! 

ふう 。 今日 の 素振り 終わ り 、 と 。‏ سا 

仕方 な い コト と は 言え 、 毎 日 精神 に ダメ ー ジ が 来 ま すね 、 こ れ は ……」 


X 


) TFGOAC| に お ける 人 物 像 
と ある 事件 の あと 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 協力 する こと に な っ た カー マ で あっ た が 、 い ざ 召 喚 さ れ て し まう と そこ は 行く 
予定 で あっ た 場所 と は 少し 違う カル デア 。 

「 あ れ ? な ん か 道 間 違え まし た 、 私 ?] 
どん くさ い カ ー マ が また や っ て し まっ た の で ある 。 


召喚 され て し まっ た カー マ は 、 そ こ に いる 「 マ スタ ー』 を 見 て 、 

「 ま あ カ ル デ ア の マス ター は マス ター だ し 、 ち ょ っ と 違う けど 堕落 させ て あげ ます か ぁ ?] 

と ほぼ くそ 笑 お 。 

幸い に し て も うー つの 側面 、 魔 王 で ある こと は パレ て いな い ア ー チ ャ ー ク ラス で の 現 界 と な っ た の で 、 と りあ え ず 恋 の 
天使 ( 笑 ) の 演技 を し て 堕落 の 隙 を 丈 っ ちゃ お う …… と いう スタ イル に な っ た 。 

だ が 脇 が 甘い の で すぐ ボロ が 出る 。 

マス ター た 


O 通常 下 器 
TOR 


因縁 キャ ラ 
シヴァ 
マジ 無理 。 
パー ル ヴ ァ テ ィ ー 
あの 女 い な いん で す ? や っ た 一 。 
殺生 院 キア ラ 
あの 女 い な いん で す ? や っ た 一 。 
鈴鹿 御前 (サン タ ) 
は ぁ 、 恋 愛 脳 と か マジ さい あく ……。 
ana A? 何 も 言っ て な いで す よ ? (に こ 一 ) 
シー タダ 
ん 、 ラ クシ ュ ミ ー の 匂い ……? 
ああ 、 こ っ ち に は 買 女 が いる ん で すね 。 
ご めん な さい 、 買 女 た ちの 問題 は 愛 と いう より 呪い の 話 な の で 、 
私 に は ちょ っ と どう に も ……。 
私 だ っ て 残念 だ な 一 っ て 思っ て る ん で す 、 ホ ント で す よ ? 
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LODO ERE AO PE TUNA UNI KENDTE. EXA READ CE ] 
| 頂き な る ほど カー マ ち ゃ ん が メイ ド さ ん に な る 概念 ! と 思い デザ イン させ て 頂き まし た 、 メ イド オル タ さ ん 剣 ア スト ルフ 
オォ オ く ん と 並べ た いで すね 。 ア ー ケ ー ド で は 操作 キャ ラ の 後ろ 姿 を 多く 見 る こと に な る の で 後ろ 姿 まで 可愛 い を 意識 し て 
デザ イン し まし た が どの 再 申 も 可愛 く 出来 た と 思い ます 。 マイ ルー ム の 絆 10 カ ー マ ち ゃ ん が コロ コロ 表情 変わ っ て と っ 
て も 可愛 い の で 昨 非 絆 を 上 げ て 見 て 欲し いで す 。 絆 5 も 好き で す 親 密度 チェ ッ フ アイ と は 
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